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令
和
七
年
二
月
七
日
㈮
、
弘

前
大
学
は
青
森
県
・
弘
前
市
と

と
も
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
弘
前

大
学CO

I-N
EX

T
 W

ell-being 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト

2025

」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
開
催
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
学
内
外
の
先
生

方
、
参
画
機
関
の
皆
様
、
そ
し

て
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運
営
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
サ
ミ
ッ
ト
は
昨
年
同
様

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
弘
前
シ
テ
ィ
で

の
リ
ア
ル
開
催
と
オ
ン
ラ
イ
ン

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
と
し
、
国

内
・
海
外
か
ら
約
二
千
七
百
名

の
聴
講
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
は
テ
ー
マ
を
「
弘
前

CO
I-N

EX
T

：W
ell-being

イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｐ
Ｊ
最
前
線 

W
ell-being

な
地
域
共
創
社
会

を
創
る
」、サ
ブ
テ
ー
マ
を
「
健

康
基
軸
の
『
経
済
発
展
モ
デ

ル
』
と
『
全
世
代
ア
プ
ロ
ー
チ
』

で
高Q

O
L&

GN
H

未
来
社
会

実
現
を
め
ざ
す
」
と
設
定
し
ま

し
た
。

　

弘
前CO

I-N
EX

T

拠
点
で
は
、

健
康
を
基
軸
と
し
た
「
経
済
発

展
モ
デ
ル
」
と
「
全
世
代
ア
プ

ロ
ー
チ
」
でW

ell-being

な
地

域
共
創
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動

成
果
を
基
盤
に
、
健
康
（
Ｑ
Ｏ

Ｌ
）
の
本
質
的
課
題
解
決
へ
向

け
て
更
に
力
強
く
挑
戦
し
、

ST
I for SD

Gs
の
理
念
の
下
、

地
域
か
ら
世
界
の
健
康
づ
く
り

（SD
Gs

）
へ
の
貢
献
を
め
ざ
し

ま
す
。
本
サ
ミ
ッ
ト
で
は
新
健

康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

の
実
現
に
向
け
、
未
来
の
地
域

社
会
モ
デ
ル
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産

業
創
出
等
に
つ
い
て
第
一
線
の

産
学
官
金
民
関
係
者
が
一
大
集

結
し
、
熱
い
議
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
福
田
眞
作

学
長
、
青
森
県
知
事 

宮
下
宗

一
郎
氏
（
代
読
：
県
経
済
産
業

部
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

課 

栗
島
宜
郎
課
長
）、
弘
前
市

長 

櫻
田
宏
氏
か
ら
ご
挨
拶
を

頂
戴
し
、
来
賓
と
し
て
文
部
科

学
省 

科
学
技
術
・
学
術
政
策

局 

科
学
技
術
・
学
術
総
括
官 

先
﨑
卓
歩
氏
、
内
閣
官
房
政
策

参
与
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想

推
進
室
） 

松
尾
泰
樹
氏
、
科
学

技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

CO
I-N

EX
T

共
創
分
野
・
地
域

共
創
分
野 

第
１
領
域
副
Ｐ
Ｏ 

吉
田
輝
彦
氏
よ
り
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、「W

ell-being
な
地
域
共
創
社
会
の
実
現
」
と

題
し
、
こ
れ
ま
で

の
弘
前
大
学
Ｃ

Ｏ
Ｉ
の
成
果
に

基
づ
い
た
研
究

戦
略
構
想
、
今
後

の
展
開
等
に
つ

い
て
私
（
村
下
）

よ
り
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

引
き
続
い
て
特
別
講
演
で
は

「
よ
り
健
康
志
向
が
高
ま
る
時

代
に
」
と
題
し
、
料
理
研
究
家 

浜
内
千
波
先
生
よ
り
、
食
志
向

の
変
化
等
を
踏
ま
え
た
今
後
の

家
庭
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い

て
味
の
素
株
式
会
社
執
行
役
常

務 

バ
イ
オ
＆
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ

カ
ル
事
業
本
部
副
事
業
本
部
長

兼
バ
イ
オ
・
フ
ァ
イ
ン
研
究
所

長 

髙
柳
大
氏
か
ら
「
ア
ミ
ノ

サ
イ
エ
ン
ス
®
で
実
現
す
る
食

と
健
康
の
課
題
解
決
」、
サ
ン

ト
リ
ー
ウ
エ
ル
ネ
ス
株
式
会
社

生
命
科
学
研
究
所
部
長 

出
雲

貴
幸
氏
か
ら
「〝
生
き
る
を
輝

か
せ
る
〟
実
現
に
向
け
た
サ
ン

ト
リ
ー
ウ
エ
ル
ネ
ス
の
取
り
組

み
」、
最
後
に
株
式
会
社
ミ
ル

テ
ル
代
表
取
締
役
社
長 

加
藤

俊
也
氏
か
ら

「
ス
タ
ー
ト
ア 

ッ
プ
の
未
病
・

予
防 

見
え
る

化
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
と
ご
講

演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

休
憩
を
挟

み
、
特
別
企
画

「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診

を
基
軸
と
し
た

地
域
／
職
域
／

学
域
で
の
取

組
」
で
は
、
弘

前
市 
田
中
副

市
長
と
青
森
市

保
健
部
健
康
づ

く
り
推
進
課 

種
市
課
長
か
ら

地
域
で
の
取
組

に
つ
い
て
、
シ
バ
タ
医
理
科
代

表
取
締
役 

尾
形
社
長
か
ら
職

域
で
の
取
組
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
域
で
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

む
つ
市
教
育
委
員
会 

木
村
指

導
主
事
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ポ
ー

ツ
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

引

地
氏
よ
り
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
全
世
代
Ｐ
Ｊ
最
前
線
：
若

者
が
健
康
未
来
を
変
え
る
」
で

は
、
弘
前
大
学
生
協
学
生
委
員

の
山
名
さ
ん
（
人
文
社
会
科
学

部
二
年
）
か
ら
大
学
生
協
で
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
等
の
取
組
を
通
し

て
見
え
た
課
題
や
目
標
に
つ
い

て
、
本
学
保
健
学
研
究
科 

斉

藤
先
生
か
ら
子
ど
も
の
健
康
に

関
す
る
研
究
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
経
済
循
環
モ
デ
ル
最
前
線

（
Ｓ
Ｉ
Ｂ
）」
で
は
、
副
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
／D

eSC

ヘ
ル
ス
ケ
ア
代
表
取
締
役
社
長 

瀬
川
氏
と
社
会
実
装
副
統
括
／

花
王
特
命
エ
キ
ス
パ
ー
ト 

桂

木
氏
よ
り
拠
点
の
社
会
実
装
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
更

に
東
京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研

究
科 

五
十
嵐
特
任
准
教
授
か

ら
は
社
会
保
障
費
最
適
化
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
戦
略
最

前
線
」
で
は

三
名
に
ご
登

場
い
た
だ
き

ま
し
た
。
健

康
・
医
療
デ 

ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
セ
ン
タ 

ー
長 
玉
田

福田学長

先
生
、
京
都
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科 

内
野
特
定
准
教
授
、

大
阪
大
学
薬
学
研
究
科 

伊
藤

特
任
教
授
か
ら
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
・
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
実
現
に

向
け
た
研
究
の
最
新
状
況
や
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
ご
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
デ
ー
タ
連
携
（
包
括
的
Ｒ

Ｗ
Ｄ
構
築
）
最
前
線
」
に
お
い

て
は
、
名
桜
大
学 

砂
川
学
長

と
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
保
健

看
護
学
部 

宮
井
教
授
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
健

診
お
よ
び
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を

分
析
・
活
用
し
て
の
課
題
解
決

に
向
け
た
取
組
に
関
し
て
ご
報

告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
社
会
実
装
戦
略
最
前
線
」

で
は
主
要
参
画
企
業
の
資
生

堂
、
花
王
、
カ
ゴ
メ
、
テ
ク
ノ

ス
ル
ガ
・
ラ
ボ
、
バ
リ
ュ
ー
Ｈ

Ｒ
、
青
森
県
生
活
協
同
組
合
連

合
会
、み
や
び
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
、

マ
ル
マ
ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー

ビ
ス
、
東
北
化
学
薬
品
の
計
九

機
関
の
代
表
が
、
各
社
の
社
会

実
装
状
況
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
京
都
府
立
医
科
大

学 

的
場
副
学
長
か
ら
の
「
第

一
回
世
界
長
寿
サ
ミ
ッ
ト
」
開

催
の
ご
紹
介
な
ら
び
に
参
加
の

お
誘
い
を
挟
み
、
最
後
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
初
め
に
弘
前

市
岩
木
第
一
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長 

福
嶋
氏
と
宮
田

総
研
代
表
取
締
役
社
長
／
ヘ
ル

ス
ケ
ア
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
代
表

取
締
役
社
長 

宮
田
氏
と
で
特

別
対
談
を
行

い
、
岩
木
健

診
に
二
十
年

間
皆
勤
で
参

加
さ
れ
て
い

る
福
嶋
氏
か

ら
「
世
界
的

な
研
究
に
関

わ
っ
て
い
る

こ
と
を
誇
り

に
思
う
」
と

岩
木
健
診
に

対
す
る
思
い

が
語
ら
れ
、

会
場
全
体
が

温
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
宮
田
氏
と

私
（
村
下
）
を
モ
デ
レ
ー
タ
ー

に
、
瀬
川
氏
、
石
橋
医
学
研
究

科
長
、廣
田
先
生
、中
路
先
生
、

山
名
さ
ん
、青
森
県
、弘
前
市
、

企
業
の
代
表
な
ど
幅
広
い
分
野

か
ら
総
勢
十
三
名
の
パ
ネ
リ
ス

ト
が
登
壇
し
「W

ell-being

な

地
域
社
会
の
実
現
」
の
テ
ー
マ

の
下
、
討
論
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　

閉
会
に
際
し
、
本
学
曽
我
副

学
長
な
ら
び
に
石
橋
先
生
か
ら

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

今
回
のW

ell-being 

イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト
も
、
全

国
か
ら
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
き
地
元
弘
前
市
で
開
催

で
き
ま
し
た
。
学
内
の
先
生

方
、
参
画
機
関
の
皆
様
は
じ
め

ご
関
係
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま

し
た
ご
指
導
・
ご
支
援
に
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
弘
前
大

学CO
I-N

EX
T

拠
点
は
今
後

も
関
係
者
一
同
、W

ell-being

地
域
社
会
共
創
の
実
現
に
向
け

て
邁
進
い
た
し
ま
す
。
先
生

方
、
ご
関
係
皆
様
に
は
引
き
続

き
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

学
長
特
別
補
佐

学
長
特
別
補
佐

健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
機
構

健
康
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
機
構

　

機
構
長
・
教
授　

　

機
構
長
・
教
授　

村　

下　

公　

一

村　

下　

公　

一

弘
前
大
学CO

I-N
EXT W

ell-being
�

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ミ
ッ
ト2025

栗島課長 櫻田市長 先﨑総括官 松尾政策参与

吉田副 PO 基調講演（村下） 浜内先生 髙柳副本部長 出雲部長

加藤社長 田中副市長 種市課長 尾形社長 木村先生

引地氏 山名さん 斉藤先生 瀬川副 PL 桂木副統括

五十嵐先生 玉田先生 内野先生 伊藤先生 砂川学長

宮井先生 福嶋会長 宮田先生 曽我副学長 石橋研究科長

弘前COI-NEXT︓Well-being イノベーション PJ 最前線

Well-beingな地域共創社会を創る

13︓00-17︓15
2025.2.7FRI

ネットワーキングパーティー
〔1 7︓3 0 -1 9︓0 0 〕

対象: ⼀般市⺠・学⽣・⼤学・企業・研究機関等 先着300名（会場参加）・2000 名（オンライン参加）予定

（⻘森県弘前市⼤町 1-1-2）アートホテル弘前シティ・プレミアホール

弘前 COI-NEXT 拠点は、健康を基軸とした「経済発展モデル」と「全世代アプローチ」で well-being な地域共創社会の実現をめざす。
これまでの COI 活動成果を基盤に、健康 (QOL) の本質的課題解決へ向けてさらに⼒強く挑戦し、STI for SDGs の理念のもと、
地域から世界の健康づくり (SDGs) への貢献をめざす。新健康未来イノベーション戦略の実現に向け、未来の地域社会モデル、
ヘルスケア産業創出等について第⼀線の産学官⾦⺠関係者が⼀⼤集結し、熱く議論する。

オンライン
同 時 開 催
参 加 無 料

※ネットワーキング
パーティーは有料

（3,000 円）です

会のの会のの実現をめざす。の会ののチ」で well-being な地域共創社会の

Well-being
Innovat ion

Summit
(HIROSAKI)

弘前⼤学COI-NEXT
Well-being イノベーションサミット2025

※サミット会場での受付開始時間は12:00 からです

国⽴研究開発法⼈ 科学技術振興機構（JST）共創の場形成⽀援プログラム（COI-NEXT）

―

健
康
基
軸
の﹁
経
済
発
展
モ
デ
ル
﹂と  ﹁
全
世
代
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂で

                           

⾼
Q
O
L
&
G
N
H
未
来
社
会
実
現
を
め
ざ
す―

主催︓弘前⼤学・⻘森県・弘前市
共催︓⻘森県医師会・健やか⼒推進センター・ひろさき産学官連携フォーラム※調整中 
後援︓⽂部科学省・（国研）科学技術振興機構（JST）※調整中

ブレイクタイム（15）

■ 開 会 挨 拶 弘前⼤学⻑・ 福⽥眞作、⻘森県知事・宮下宗⼀郎、弘前市⻑・櫻⽥宏（15）
■ 来 賓 挨 拶 ⽂部科学省 科学技術・学術政策局 科学技術・学術総括官・先﨑卓歩⽒（5）
■ 来 賓 挨 拶      内閣官房政策参与(グローバル・スタートアップ・キャンパス構想推進室) /
                       前 内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局⻑・松尾泰樹⽒（5）※調整中
■ 来 賓 挨 拶 COI-NEXT 共創分野・地域共創分野 第1領域 副プログラムオフィサー・吉⽥輝彦⽒（5）
■ 基 調 講 演 弘前⼤学 COI-NEXT 拠点⻑（PL）/ 弘前⼤学 学⻑特別補佐 / 健康未来イノベーション研究機構⻑・
       教授・村下公⼀（15）
■ 特別講演 1  料理研究家・浜内千波⽒（12）
■ 特別講演 2  味の素株式会社 執⾏役常務 バイオ＆ファインケミカル事業本部副事業本部⻑ 兼 バイオ・ファイン研究所⻑・髙柳⼤⽒（10）
■ 特別講演 3  サントリーウエルネス株式会社 ⽣命科学研究所 部⻑・出雲貴幸⽒（8）
■ 特別講演 4  株式会社ミルテル 代表取締役社⻑・加藤俊也⽒（8）

■ 特別企画 1 QOL 健診を基軸とした地域 / 職域 / 学域での取組
         地域（市町村） ︓①⻘森県弘前市 副市⻑ / 弘前⼤学 COI-NEXT PL 補佐・⽥中泰宏
                 ②⻘森県⻘森市 保健部 ⻘森市保健所 健康づくり推進課 課⻑・種市靖⼦⽒（10）
          職域（健康経営）︓①株式会社シバタ医理科 代表取締役社⻑・尾形慎哉⽒（4）
          学域（健康教育）︓①⻘森県むつ市教育委員会 学校教育課 兼 地域クラブ企画推進課 指導主事・⽊村浩明⽒
                ②セントラルスポーツ株式会社 経営企画室 シニアマネージャー・引地雄介⽒（8） 
■ 特別企画 2 全世代 PJ 最前線︓若者が健康未来を変える（弘前⼤学⽣協学⽣委員会 ・⼭名来実（弘前⼤学⼈⽂社会科学部 2 年）
                 ＋弘前⼤学⼤学院保健学研究科 教授 / 株式会社弘前⼦ども発達⽀援センター
                  ひろこは 代表取締役・⻫藤まなぶ）（9）
■ 特別企画 3 経済循環モデル最前線（SIB）︓東京⼤学⼤学院薬学系研究科 特任准教授・五⼗嵐中⽒ 
         DeSC ヘルスケア株式会社 代表取締役社⻑ / 弘前⼤学 COI-NEXT 副拠点⻑ ・社会実装統括（IL）  ・瀬川翔⽒
        花王株式会社 研究開発部⾨ 特命エキスパート/ 弘前⼤学 COI-NEXT 社会実装副統括（SIL） ・桂⽊能久⽒（20）
■ 特別企画 4  デジタルツイン戦略最前線︓弘前⼤学⼤学院医学研究科附属健康・医療データサイエンス研究センター⻑・教授・⽟⽥嘉紀
           京都⼤学⼤学院医学研究科 特定准教授 / 京都⼤学サテライト拠点⻑代理 ( サイバー戦略 TL 代理 ) ・内野詠⼀郎⽒
           ⼤阪⼤学⼤学院薬学研究科 特任教授 /LINC デジタルヘルス＆メディスンWG代表・伊藤眞⾥⽒（16）
■ 特別企画 5  データ連携（包括的RWD構築）最前線︓名桜⼤学 学⻑・砂川昌範⽒
          和歌⼭県⽴医科⼤学 保健看護学部 教授・宮井信⾏⽒（12）
■ 特別企画 6 社会実装戦略最前線︓資⽣堂、花王、カゴメ、テクノスルガ・ラボ、バリュー HR、コープ共済連、
        みやびベンチャーズ、マルマンコンピュータサービス、東北化学薬品など（27） 
■ パネルＤＣ 「Well-being な地域社会の実現」
       ＭD︓株式会社宮⽥総研 代表取締役社⻑ / 株式会社ヘルスケアイノベーション 代表取締役社⻑・宮⽥満⽒ / 村下 PL
         ＰL︓瀬川SPL・⽯橋 SPL・廣⽥ SPL・中路最⾼顧問・弘前市・⻘森県・市⺠（岩⽊地区･⾷改 ）・⼤学･企業（COI）など（35）
■ 閉 会 挨 拶  弘前⼤学 理事（研究担当）・副学⻑・曽我亨（3）
        弘前⼤学 COI-NEXT 副拠点⻑（SPL）・研究統括（RL）/弘前⼤学⼤学院医学研究科⻑・教授・⽯橋恭之（3）
■ 交 流 会  ネットワーキングパーティー（交流会）（90）
■ 併 催 企 画  QOL 健診体験（デモ）＋ポスター展⽰（弘⼤ COI-NEXT 概要・だし活レシピ等）

program ※プログラム・登壇者は変更になる可能性があります。

申込⽅法は裏⾯へ申込⽅法は裏⾯へ

対談の様子

パネルディスカッションの様子

会場の様子
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第
77
回
東
奥
賞

医
学
研
究
科
長
・
医
学
部
長
寄
稿

医 学 研 究 科 長
医 学 部 長 寄 稿

医
学
研
究
科
長　

医
学
研
究
科
長　

石　

橋　

恭　

之

石　

橋　

恭　

之

　

今
週
は
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が

二
つ
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

一
つ
は
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
日

本
人
と
し
て
初
め
て
ア
メ
リ

カ
の
野
球
殿
堂
入
り
を
果
た

し
た
こ
と
。
そ
し
て
勿
論
も
う

一
つ
は
、
弘
前
大
学
が
文
部
科

学
省
「
地
域
中
核
・
特
色
あ
る

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

（J-PEA
K

S

）」
に
採
択
さ
れ
た

こ
と
で
す
。
全
国
に
あ
る
約
八

百
大
学
の
中
で
、J-PEA

K
S 

二
十
五
校
の
一
つ
に
採
択
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
予
算

規
模
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
際
卓

越
大
学
に
続
く
研
究
大
学
と
し

て
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
本
学
に
と
っ
て
は
正
に
大

き
な
転
換
点
と
な
る
出
来
事
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
のJ-PEA

K
S

の

取
り
組
み
に
関
し
て
は
、
廣
田

前
医
学
部
長
も
本
誌
に
何
度
か

ご
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
前
回

は
最
終
選
考
ま
で
残
り
な
が
ら

の
落
選
で
し
た
。
原
因
は
多
々

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
回

は
学
長
以
下
、
全
学
を
挙
げ
て

何
度
も
議
論
を
交
わ
し
、
大
学

院
の
改
革
等
も
並
行
し
て
行
い

な
が
ら
、「
グ
ロ
ー
バ
ルW

ell-
being

共
創
社
会
を
実
現
す
る

異
分
野
融
合
型
総
合
知
に
よ
る

革
新
的
卓
越
研
究
大
学
群
の
構

築
」
と
い
う
提
案
書
を
申
請
い

た
し
ま
し
た
。
今
回
の
審
査
で

は
、
弘
前
大
学
が
岩
木
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
軸
にCO

I

、CO
I-

N
EX

T

で
進
め
て
き
た
リ
ア
ル

ワ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
群
の
構
築
に

よ
り
産
学
官
共
創
拠
点
を
形
成

し
て
い
る
こ
と
が
大
き
く
評
価

さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
異
分
野
融
合
型
総

合
知
に
関
し
て
も
、
本
町
地
区

に
「
グ
ロ
ー
バ
ルW

ell-being

総
合
研
究
所
」
を
新
設
し
、
大

学
横
断
的
な
研
究
基
盤
を
作
っ

た
こ
と
も
評
価
さ
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
戦
略
の

一
つ
に
掲
げ
た
人
材
育
成
「
持

続
的
な
研
究
力
向
上
を
実
現
す

る
た
め
の
戦
略
的
Ｈ
Ｒ
Ｍ
（
人

的
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
構

築
」
な
ど
に
関
し
て
は
、
現
状

で
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
か
ら

は
、
地
域
中
核
研
究
大
学
と
し

て
目
標
に
掲
げ
た
大
き
な
ア
ウ

ト
カ
ム
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
例

え
ば
、
大
学
全
体
の
共
同
研
究

費
の
増
大
（
現
在
の
三
倍
強
の

二
十
億
円
）、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヘ

ル
ス
領
域
六
分
野
で
の
ト
ッ
プ

一
〇
％
論
文
率
の
達
成
、
大
学

発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
数

（
三
十
社
以
上
）
な
ど
で
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
弘
前
大
学
の

十
年
後
の
姿
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
か
な
り
本
腰
を
入

れ
な
い
と
達
成
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

冒
頭
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
は
野

　

東
奥
賞
は
、
東
奥
日
報
社
が

一
九
四
八
年
に
制
定
し
、
二
〇

二
三
年
度
ま
で
に
県
内
外
の
各

分
野
で
活
躍
し
郷
土
の
発
展
に

貢
献
し
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら

れ
て
い
る
栄
誉
あ
る
賞
で
す
。

こ
の
度
、
第
七
十
七
回
東
奥
賞

を
受
賞
致
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
ご
報
告
と
お
世
話
に
な
っ
た

皆
様
へ
の
御
礼
を
述
べ
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

受
賞
の
対
象
に
な
っ
た
の

は
、
私
た
ち
が
長
年
研
究
し
て

き
たS2,3PSA

%

と
い
う
前
立

腺
癌
の
体
外
診
断
薬
で
す
。

S2,3PSA
%

は
二
〇
二
二
年
八

月
に
製
造
承
認
、
二
〇
二
四
年

二
月
に
保
険
収
載
さ
れ
、
前
立

腺
癌
の
診
療
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
こ
と
が
受
賞
理
由
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
泌
尿
器
科
医
に
な
り

た
て
の
頃
か
ら
前
立
腺
特
異
抗

原
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
を
ベ
ー
ス
に
し

た
前
立
腺
癌
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

と
診
断
プ
ロ
セ
ス
に
疑
問
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｓ
Ａ
は
特

異
度
が
低
い
た
め
不
要
な
生
検

が
多
く
、
疼
痛
、
出
血
、
感
染

な
ど
の
生
検
の
合
併
症
を
減
ら

す
必
要
を
痛
感
し
て
い
ま
し

た
。
私
は
卒
後
四
年
目
か
ら
糖

鎖
生
物
学
の
研
究
を
し
て
お

り
、
米
国
留
学
中
の
一
九
九
七

年
に
糖
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
Ｐ

Ｓ
Ａ
の
糖
鎖
部
分
が
発
癌
過
程

で
変
化
す
る
の
で
は
な
い
か
？

そ
の
変
化
を
血
清
で
定
量
で
き

れ
ば
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
を
凌
駕
す
る
新

し
い
前
立
腺
癌
診
断
法
が
実
現

す
る
の
で
は
な
い
か
？
と
考
ま

し
た
。
夢
は
、「
採
血
だ
け
で

前
立
腺
癌
を
診
断
し
た
い
」
で

し
た
。（
写
真
：
一
九
九
七
年

当
時
の
実
験
ノ
ー
ト
を
手
に
し

た
筆
者
と
研
究
メ
ン
バ
ー
）

　

留
学
か
ら
帰
国
後
、
診
療
の

合
間
に
手
製
の
レ
ク
チ
ン
カ
ラ

ム
を
作
っ
て
Ｐ
Ｓ
Ａ
糖
鎖
の
癌

性
変
異
を
調
べ
て
、
血
清
レ
ベ

ル
で
の
測
定
原
理
を
確
立
し
ま

し
た
が
、
泌
尿
器
科
医
ひ
と
り

で
は
汎
用
キ
ッ
ト
化
の
実
現
に

は
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
二
〇

〇
四
年
に
大
阪
大
学
が
担
当
し

て
い
た
糖
鎖
研
究
の
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（JST

-CREST

）
に

加
え
て
頂
き
、
科
研
費
の
支
援

も
頂
き
、
基
礎
研
究
は
徐
々
に

進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
二
〇
〇

八
年
に
糖
鎖
生
物
学
の
専
門
家・

米
山
徹
先
生
（
現
・
糖
鎖
工
学

講
座
）
が
泌
尿
器
科
学
講
座
に

加
わ
り
、
二
〇
一
三
年
か
ら
和

　

第
六
十
三
回
日
本
鼻
科
学
会

総
会
・
学
術
講
演
会
に
お
い

て
、
ポ
ス
タ
ー
会
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

演
題
名
は
「
ス
ギ
や
ハ
ウ
ス

ダ
ス
ト
の
抗
原
特
異
的IgE

に

与
え
る
食
物
繊
維
摂
取
量
や
腸

内
細
菌
の
割
合
に
つ
い
て
」
で

し
た
。
私
は
大
学
院
時
代
か
ら

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
と
腸
内
細

菌
叢
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
を

続
け
て
お
り
、
今
回
の
発
表
も

そ
の
一
環
で
す
。

　

近
年
、
ゲ
ノ
ム
解
析
技
術
の

飛
躍
的
な
向
上
に
よ
り
、
腸
内

細
菌
の
検
出
・
同
定
が
可
能
と

な
り
、
そ
の
働
き
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
腸
内
細

菌
叢
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
、

「dysbiosis

」
と
呼
ば
れ
る
状

態
に
な
る
と
様
々
な
疾
患
を
引

き
起
こ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
も
そ
の
う
ち

の
一
つ
で
、
過
去
に
は

ス
ギ
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト

に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
患
者
に
対
し

て
、
い
わ
ゆ
る
善
玉
菌

と
い
わ
れ
る
ビ
フ
ィ
ズ

ス
菌
や
乳
酸
菌
、
酪
酸

産
生
菌
な
ど
を
含
む
製

品
・
薬
剤
（
プ
ロ
バ
イ

オ
テ
ィ
ク
ス
）
を
投
与

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

く
し
ゃ
み
や
鼻
汁
、
鼻

閉
な
ど
の
症
状
が
改
善

し
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は
、
一

般
地
域
住
民
に
お
い
て

ス
ギ
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト

へ
の
抗
原
の
感
作
・
未
感
作
、

発
症
・
未
発
症
に
は
ど
の
よ
う

な
腸
内
細
菌
叢
の
違
い
が
あ
る

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

健
診
の
結
果
を
用
い
て
検
討
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
腸
内
細

菌
の
う
ちLactobacillales

や

B
ifidobacteriales

の
割
合
が

腸
内
に
高
い
と
、
特
に
二
十
～

四
十
九
歳
に
お
い
て
ハ
ウ
ス
ダ

ス
ト
へ
の
感
作
が
有
意
に
低
値

で
、Bacteroidales

が
多
い
と

ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
へ
の
感
作
が
有

意
に
高
値
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
腸
内

細
菌
の
多
様
性
が
低
い
と
吸
入

性
抗
原
へ
の
感
作
が
有
意
に
高

い
こ
と
も
明
ら
か
と
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
今
回
は
プ
ロ
バ
イ

オ
テ
ィ
ク
ス
と
い
わ
れ
る
細
菌

の
代
表
的
な
栄
養
素
で
あ
る
水

溶
性
食
物
繊
維
の
摂
取
状
況

に
も
着
目
し
、
検
討
し
ま
し

た
。
自
記
式
食
事
歴
法
質
問
票

（B
D

H
Q

：brief-type self-
adm

inistered diet history 
questionnaire

）
を
用
い
て
食

物
繊
維
の
摂
取
量
を
測
定
し
、

腸
内
細
菌
と
の
割
合
に
よ
っ
て

ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
へ
の
抗
原
特
異

的IgE

値
に
有
意
差
が
あ
る
か

を
検
討
し
ま
し
た
。
結
果
は
水

溶
性
食
物
繊
維
の
摂
取
量
が
少

球
殿
堂
入
り
決
定
後
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
中
で
、「
遠
回
り
す

る
こ
と
が
一
番
の
近
道
」
と

言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
我
々
も

初
年
度
でJ-PEA

K
S

に
採
択

さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
十
分
な

準
備
が
な
い
ま
ま
で
の
ス
タ
ー

ト
に
な
っ
た
か
も
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
イ
チ
ロ
ー
選
手
は
満
票
で

の
選
出
に
至
ら
な
か
っ
た
事
に

対
し
て
も
前
向
き
に
と
ら
え
、

「
す
ご
く
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
自
分
な
り
の
完
璧
を
追
い

求
め
て
進
ん
で
い
く
の
が
人

生
」
と
発
言
し
て
お
り
ま
す
。

本
学
も
勿
論
完
璧
に
は
程
遠

く
、
こ
れ
か
ら
の
伸
び
し
ろ
が

沢
山
あ
り
ま
す
。
十
年
後
に
弘

前
大
学
が
日
本
を
代
表
す
る
研

究
大
学
の
一
つ
に
発
展
で
き
る

よ
う
、
医
学
部
そ
し
て
全
学
が

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
77
回
東
奥
賞
を
受
賞
し
て

先
進
移
植
再
生
医
学
講
座　

特
任
教
授　

大　

山　
　
　

力

光
純
薬
（
現
・
富
士
フ
ィ
ル
ム

和
光
純
薬
）
と
の
共
同
研
究
が

始
ま
っ
て
、
汎
用
キ
ッ
ト
化
の

実
現
に
加
速
度
が
つ
き
ま
し

た
。
と
は
言
っ
て
も
、
製
造
承

認
、
保
険
収
載
ま
で
の
道
の
り

は
遠
く
、
紆
余
曲
折
、
試
行
錯

誤
の
連
続
で
し
た
。
行
き
詰
ま

る
た
び
に
研
究
者
や
研
究
機
関

と
の
新
た
な
出

会
い
が
あ
り
、

ブ
レ
イ
ク
ス

ル
ー
は
そ
う
し

た
出
会
い
か
ら

生
ま
れ
ま
し

た
。
保
険
収
載

に
際
し
て
は
、

厚
労
省
か
ら
診

療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
の
記
載
も

求
め
ら
れ
、
日

本
泌
尿
器
科
学

会
か
ら
も
力
強

い
ご
支
援
を
頂

き
ま
し
た
。
お

世
話
に
な
っ
た

皆
様
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

前
立
腺
癌
は

欧
米
の
男
性
に

極
め
て
多
い
疾
患
で
す
。
国
内

で
の
適
応
拡
大
と
海
外
展
開
が

今
後
の
目
標
に
な
り
ま
す
。
畠

山
真
吾
教
授
は
じ
め
泌
尿
器
科

学
講
座
の
皆
様
にS2,3PSA

%

の
臨
床
研
究
を
活
発
に
展
開
し

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

第
63
回
日
本
鼻
科
学
会
　
総
会
・
学
術
講
演
会

ポ
ス
タ
ー
会
長
賞
を
受
賞
し
て

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科
学
講
座　

助
教　

野　

村　

彩　

美

な
い
か
つLactobacilllales

や

Bifidobacteriales

が
腸
内
に

少
な
い
と
、
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
の

抗
原
特
異
的IgE

値
が
有
意
に

高
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
本
研
究
に
お
い
て
は
水

溶
性
食
物
繊
維
を
摂
取
す
る
と

Lactobacillales

やBifidobac-
teriales

が
増
加
し
、
抗
原
特

異
的IgE

の
産
生
が
抑
制
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
検
討
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
後
こ

の
点
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
食
事

の
工
夫
に
よ
っ
て
、
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
の
緩
和
、
感
作
・
発

症
の
予
防
が
可
能
と
な
り
、
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
時
代
が
訪
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
は
ま
だ
プ
ロ

バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
は
エ
ビ
デ
ン

ス
レ
ベ
ル
が
低
い
治
療
法
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
研

究
を
重
ね
、
新
た
な
治
療
戦
略

の
一
助
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大

学
院
時
代
か
ら
ご
指
導
い
た
だ

い
て
い
る
松
原
篤
教
授
、
ア
レ

ル
ギ
ー
学
を
ご
指
導
く
だ
さ
っ

て
い
る
高
畑
淳
子
先
生
、
耳
鼻

咽
喉
科
頭
頸
部
外
科
学
講
座
の

先
生
方
、
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
健
診
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
皆
様
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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そ
し
て
、
そ
の
上
皮
細
胞
の
線

毛
運
動
に
よ
り
腹
腔
内
に
打
っ

た
色
素
粒
子
が
腎
臓
内
へ
と
直

接
運
ば
れ
排
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

本
来
こ
の
腹
腔
と
腎
臓
を
直
接

つ
な
ぐ
経
路
は
腎
臓
の
発
生
初

期
（
前
腎
）
に
出
現
し
、
中
腎

へ
移
行
す
る
に
つ
れ
て
消
失
し

ま
す
が
、
イ
モ
リ
で
は
永
久
腎

と
し
て
中
腎
が
機
能
し

て
い
る
成
体
ま
で
こ
の

構
造
が
残
存
し
、
漿
膜

系
の
リ
ン
パ
経
路
と
し

て
機
能
し
て
い
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
構
造
が
脊
椎
動
物

の
陸
生
適
応
に
関
与
す

る
か
否
か
は
ま
だ
不
明

で
す
が
、
ヘ
ッ
ケ
ル
の

反
復
説
を
彷
彿
と
さ
せ

る
事
象
を
目
の
当
た
り

に
し
解
剖
学
者
の
端
く

れ
と
し
て
身
震
い
す
る

思
い
で
す
。
今
後
さ
ら

に
研
究
を
進
め
考
察
を

重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
発
表
内
容
は
二
人
の

研
究
室
研
修
生
、
16
Ｍ
の
古
川

結
香
さ
ん
と
20
Ｍ
の
宮
﨑
理
沙

さ
ん
と
共
に
行
っ
た
研
究
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
二
人
は
研

究
室
研
修
中
の
非
常
に
短
い
期

間
に
精
力
的
に
実
験
を
行
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
い

た
し
ま
す
。
ま
た
豊
富
な
知
識

と
鋭
い
視
点
か
ら
本
研
究
の
ご

指
導
、
ご
助
言
を
く
だ
さ
い
ま

し
た
岩
手
医
科
大
学
の
磯
貝
純

夫
先
生
と
当
講
座
の
下
田
浩
教

授
、
諸
先
生
方
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
六
年
九
月
七

日
・
八
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本

解
剖
学
会
第
七
十
回
東
北
・
北

海
道
支
部
学
術
集
会
に
お
い
て

学
会
賞
（
優
秀
発
表
賞
）
を
受

賞
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は

参
加
者
投
票
に
よ
り
選
ば
れ
る

賞
な
の
で
、
私
た
ち
の
研
究
発

表
を
ご
覧
に
な
っ
た
多
く
の
先

生
方
に
ご
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

発
表
タ
イ
ト
ル
は
「
両
生
類

ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
に
お
け
る
リ

ン
パ
経
路
の
系
統
発
生
学
的
解

析
」で
す
。
私
た
ち
は
現
在「
脊

椎
動
物
の
進
化
の
過
程
で
リ
ン

パ
管
系
が
ど
の
よ
う
に
確
立
さ

れ
た
か
」
と
い
う
疑
問
を
解
く

べ
く
系
統
発
生
学
的
観
点
か
ら

リ
ン
パ
管
系
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
本
研
究
で

は
水
棲
か
ら
陸
棲
へ
の
変
化
が

起
こ
り
始
め
る
両
生
類
に
着
目

し
ま
し
た
。
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ

の
リ
ン
パ
管
を
描
出
・
解
析
す

る
た
め
、
以
前
我
々
が
ゼ
ブ
ラ

フ
ィ
ッ
シ
ュ
や
メ
ダ
カ
の
リ
ン

パ
管
描
出
法
と
し
て
確
立
し
た

色
素
腹
腔
注
入
法
（Saito et 

al., 2020

）
を
適
用
し
、
イ
モ

リ
の
腹
腔
に
色
素
を
注
入
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
我
々
の
予
想

に
反
し
て
、
腹
腔
に
打
っ
た
色

素
が
非
常
に
短
時
間
の
う
ち
に

総
排
泄
口
か
ら
排
出
さ
れ
て
し

ま
い
、
イ
モ
リ
の
リ
ン
パ
管
系

が
描
出
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
原
因
を
探
る
過
程
で
連
続

切
片
を
注
意
深
く
観
察
し
た
結

果
、
腹
腔
上
皮
が
腎
臓
付
近
で

一
部
肥
厚
し
、
線
毛
を
伴
う
管

状
構
造
を
形
成
し
て
陥
入
し
そ

の
ま
ま
中
腎
管
へ
と
連
結
し
て

い
る
こ
と
を
見
出
し
ま
し
た
。

日
本
解
剖
学
会
第
70
回
東
北
・
北
海
道
支
部
学
術
集
会

学
会
賞
（
優
秀
発
表
賞
）
を
受
賞

神
経
解
剖
・
細
胞
組
織
学
講
座　

助
教　

齊　

藤　

絵
里
奈

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

第
２８
回
日
本
臨
床
内
分
泌
病
理
学
会
学
術
総
会

研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

附
属
病
院
／
内
分
泌
内
科
，
糖
尿
病
代
謝
内
科　

病
院
助
手　

樽　

澤　

武　

房

　

こ
の
度
、
長
崎
市
で
開
催
さ

れ
た
第
二
十
八
回
日
本
臨
床
内

分
泌
病
理
学
会
学
術
総
会
に
お

い
て
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
私
は
内
分
泌
代
謝
内
科
学

講
座
の
大
学
院
生
で
す
が
、
主

に
分
子
病
態
病
理
学
講
座
の
水

上
先
生
に
師
事
し
、
糖
尿
病
の

病
態
や
合
併
症
を
テ
ー
マ
に
研

究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回

の
発
表
演
題
は
、『
成
人
に
お

け
る
β
細
胞
増
殖
能
の
増
加
症

例
の
臨
床
病
理
学
的
特
徴
に
つ

い
て
の
検
討
』
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
、
当
院
に
お
け
る
病
理
解

剖
症
例
の
膵
臓
標
本
か
ら
膵
臓

の
β
細
胞
の
増
殖
能
が
亢
進
し

た
症
例
を
探
し
出
し
、
臨
床
的

背
景
や
病
理
組
織
的
な
特
徴
を

調
査
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
、
β
細
胞
が
進
行

的
に
減
少
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
我
々
は
こ
れ
に

対
す
る
新
た
な
治
療
戦
略
と
し

て
、
β
細
胞
の
再
生
に
着
目
し

て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
を
分

泌
す
る
β
細
胞
は
、
胎
生
期
か

ら
出
生
直
後
に
か
け
て
高
い
増

殖
能
力
を
示
し
ま
す
が
、
そ
の

後
急
速
に
低
下
し
、
成
人
期
に

は
ほ
と
ん
ど
増
殖
・
再
生
し
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
ヒ
ト
に
お
い
て
も
妊
娠

中
に
は
一
過
的
に
β
細
胞
の
増

殖
・
肥
大
が
起
こ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ヒ

ト
成
人
に
お
い
て
β
細
胞
を
増

殖
さ
せ
る
た

め
の
具
体
的

な
条
件
に
つ

い
て
は
、
こ

れ
ま
で
十
分

に
解
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

今
回
我
々
は
、
二
〇
〇
〇
年

か
ら
二
〇
一
八
年
ま
で
に
当
院

で
病
理
解
剖
に
供
さ
れ
た
百
二

十
一
症
例
を
対
象
と
し
、
β
細

胞
の
免
疫
組
織
化
学
染
色
を
行

い
、
細
胞
増
殖
マ
ー
カ
ー
で
あ

るK
i-67

陽
性
率
を
調
べ
ま
し

た
。
陽
性
率
が
高
い「
増
殖
例
」

と
低
い
「
非
増
殖
例
」
に
つ
い

て
、
臨
床
デ
ー
タ
を
比
較
し
た

と
こ
ろ
、「
増
殖
例
」
は
背
景

疾
患
に
急
性
肝
炎
な
ど
の
何
ら

か
の
肝
疾
患
を
有
し
て
お
り
、

ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
が
有
意

に
高
値
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
増
殖
例
」
で
は
、
細

胞
周
期
を
止
め
る
働
き
の
あ
る

P16

の
発
現
が
有
意
に
低
下
し

て
お
り
、
そ
の
機
序
と
し
て

p16

プ
ロ
モ
ー
タ
ー
領
域
に
有

意
に
メ
チ
ル
化
が
生
じ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
と
め
る

と
、
肝
臓
が
障
害
を
受
け
て
肝

再
生
が
起
こ
る
よ
う
な
状
態
と

な
る
と
、p16

の
後
天
的
遺
伝

子
修
飾
を
通
じ
て
β
細
胞
の
増

殖
が
促
さ
れ
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
論
文
化
に

向
け
て
、
今
回
得
ら
れ
た
知
見

を
も
と
に
よ
り
具
体
的
な
因
子

の
特
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、

モ
デ
ル
生
物
を
用
い
た
介
入
研

究
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
尊
い
ご
意
志
の
も

と
剖
検
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

患
者
様
と
ご
家
族
の
皆
様
、
ご

指
導
く
だ
さ
っ
た
藤
田
征
弘
教

授
、
水
上
浩
哉
教
授
、
そ
し
て

研
究
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
多
く
の
先
生
方
や
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
40
回
日
韓
泌
尿
器
科
会
議

Best poster

賞
を
受
賞

附
属
病
院
／
泌
尿
器
科　

助
教　

濱　

谷　

智　

子

　

こ
の
た
び
、
二
〇
二
四
年
十

一
月
八
日
〜
九
日
に
韓
国
光
州

で
開
催
さ
れ
た
第
四
十
回
日
韓

泌
尿
器
科
会
議
に
お
い
て
、

Best poster

賞
を
受
賞
し
ま
し

た
の
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
「
高
リ
ス
ク
上
部
尿
路
上
皮

癌
に
対
す
る
術
前
補
助
化
学
療

法
の
成
績
お
よ
び
腫
瘍
部
位
に

よ
る
比
較
」
に
関
し
て
発
表
し

ま
し
た
。
尿
路
上
皮
と
は
そ
の

名
の
通
り
腎
臓
で
で
き
た
尿
の

通
り
道
で
、
腎
盂
〜
尿
管
〜
膀

胱
〜
尿
道
に
あ
り
、
上
部
尿
路

上
皮
癌
は
腎
盂
・
尿
管
の
尿
路

上
皮
か
ら
発
生
し
ま
す
。
同
じ

尿
路
上
皮
か
ら
生
じ
る
膀
胱
癌

と
比
べ
て
頻
度
は
稀
で
、
全
尿

路
上
皮
癌
の
五
〜
一
〇
％
と
さ

れ
て
お
り
、
自
覚
症
状
に
乏
し

い
こ
と
か
ら
早
期
発
見
が
難
し

く
、
約
六
〇
％
が
診
断
時
に
は

局
所
進
行
例
で
あ
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
転
移
の
な
い
局

所
進
行
上
部
尿
路
上
皮
癌
に
対

し
て
根
治
的
腎
尿
管
切
除
術
が

標
準
治
療
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
五

年
生
存
率
は
五
〇

〜
六
〇
％
と
予
後

は
改
善
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
術
前
補

助
化
学
療
法
は
、

膀
胱
癌
で
は
有
効

性
が
示
さ
れ
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
上
部
尿
路

上
皮
癌
に
お
け
る
有
効
性
に
つ

い
て
は
見
解
が
統
一
さ
れ
ず
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
上
も
推
奨
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ

の
一
方
、
術
後
補
助
化
学
療
法

の
有
効
性
は
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較

試
験
で
示
さ
れ
、
臨
床
で
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
術
後
に
片
腎

と
な
っ
た
後
よ
り
、
腎
機
能
が

保
た
れ
て
い
る
術
前
の
方
が
よ

り
効
果
的
な
化
学
療
法
が
施
行

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
術
前
補
助
化
学
療
法
の
有

効
性
が
唱
え
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
未
だ
不
明
で
す
。
二
〇
二

〇
年
に
当
科
と
関
連
施
設
か

ら
、
非
転
移
性
局
所
進
行
上
部

尿
路
上
皮
癌
に
対
す
る
術
前
補

助
化
学
療
法
の
有
効
性
を
示
し

た
後
ろ
向
き
研
究
を
発
表
し
、

今
回
は
さ
ら
に
症
例
数
と
観
察

期
間
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
報
告
し

ま
し
た
。
ま
た
、
上
部
尿
路
上

皮
癌
の
中
で
も
、
腎
盂
癌
と
尿

管
癌
の
間
で
差
が
あ
る
の
か
ど

う
か
比
較
検
討
し
ま
し
た
。

　

手
術
単
独
の
群
と
比
較
し
て

術
前
補
助
化
学
療
法
を
行
な
っ

た
群
は
、
病
理
学
的
ダ
ウ
ン
ス

テ
ー
ジ
が
得
ら
れ
た
割
合
や
病

理
学
的
Ｔ
１
以
下
の
割
合
が
有

意
に
高
く
、
脈
管
侵
襲
の
陽
性

率
は
有
意
に
低
い
と
い
う
結
果

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｉ

Ｐ
Ｔ
Ｗ
（Inverse Probability 

of T
reatm

ent W
eighted

）

法
を
用
い
て
患
者
背
景
を
調
整

し
腫
瘍
学
的
転
帰
を
評
価
し
た

と
こ
ろ
、
術
前
補
助
化
学
療
法

を
行
な
っ
た
群
で
尿
路
上
皮
以

外
へ
の
無
再
発
生
存
期
間
、
癌

特
異
的
生
存
期
間
、
全
生
存
期

間
が
有
意
に
延
長
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
腎
盂
と
尿
管
の
部

位
別
比
較
に
お
い
て
、
病
理
学

的
ダ
ウ
ン
ス
テ
ー
ジ
が
得
ら
れ

た
割
合
や
病
理
学
的
Ｔ
１
以
下

の
割
合
は　

尿
管
癌
で
有
意
に

高
か
っ
た
が
、
脈
管
侵
襲
の
陽

性
率
、
腫
瘍
学
的
転
帰
に
有
意

差
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

部
位
別
の
検
討
は
ま
だ
症
例
数

が
多
く
な
い
た
め
、
明
確
な
結

論
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
非
転
移
性
局
所
進
行
上
部

尿
路
上
皮
癌
に
対
す
る
プ
ラ
チ

ナ
ベ
ー
ス
の
術
前
補
助
化
学
療

法
が
予
後
を
改
善
す
る
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る
と
結
論
づ
け

ま
し
た
。

　

発
表
時
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
お
い
て
、
韓
国
の
先
生
方

か
ら
も
尿
管
癌
の
方
が
水
腎
症

や
腎
後
性
腎
不
全
を
来
し
や
す

く
抗
癌
剤
の
投
与
量
も
少
な
く

な
る
こ
と
か
ら
成
績
が
悪
い
と

予
想
し
て
い
た
が
、
異
な
る
結

果
で
驚
い
た
と
い
う
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
、
白
熱
し
た
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
発
表
に
際
し
ご
協
力
い
た

だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様
、
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
泌
尿
器
科

学
講
座
の
畠
山
真
吾
教
授
、
四

十
回
の
同
学
会
の
企
画
運
営
等

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
大
山
力

名
誉
教
授
を
は
じ
め
、
多
く
の

先
生
方
に
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
い
き
い
き
健
診

の
貴
重
な
デ
ー
タ
を
お
借
り
し

て
研
究
を
進
め
、
こ
の
よ
う
な

栄
誉
あ
る
賞
を
賜
る
こ
と
が
で

き
、
デ
ー
タ
の
提
供
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
健
診
参
加
者
の
皆

様
、
な
ら
び
に
弘
前
大
学
健
康

未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
機

構
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の

皆
様
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
形
で
原

稿
を
書
く
機
会
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
本
研
究
の
簡
単
な

ご
紹
介
と
学
生
や
研
修
医
の
皆

さ
ま
に
研
究
活
動
の
楽
し
さ
に

つ
い
て
お
伝
え
で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
海

馬
内netw

ork

は
認
知
機
能
低

下
を
予
測
す
る
か

：

脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ

第
151
回
日
本
放
射
線
医
学
会
北
日
本
地
方
会

大
会
長
賞
を
受
賞

附
属
病
院
／
放
射
線
診
断
科　

病
院
助
手　

齋　

藤　

佳　

南
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こ
の
度
、
二
〇
二
四
年
十
一

月
一
日
か
ら
二
日
に
福
岡
県
福

岡
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
第
五
十

八
回
日
本
側
弯
症
学
会
学
術
集

会
に
お
い
て
、
ベ
ス
ト
ペ
ー

パ
ー
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
の
で

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

論
文
は
思
春
期
特
発
性
側
弯
症

の
骨
代
謝
に
つ
い
て
調
査
し
た

研
究
で
す
。
現
在
は
脊
柱
の
弯

曲
が
重
度
と
な
っ
た
思
春
期
特

発
性
側
弯
症
は
長
範
囲
に
脊
柱

を
固
定
す
る
手
術
を
要
す
る
と

い
う
状
況
で
す
が
、
い
つ
か
側

弯
症
の
子
供
達
が
手
術
を
し
な

く
て
も
治
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
、
と
い
う
思
い
を
こ
め
て

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
の
論
文
名
は
「
思
春
期
特

発
性
側
弯
症
に
お
け
る
骨
代
謝

マ
ー
カ
ー
と
椎
体
楔
状
化
、

Cobb

角
の
関
連
」
で
し
た
。
思

春
期
特
発
性
側
弯
症
の
原
因
は

現
在
も
不
明
な
点
が
多
く
、
病

態
の
解
明
は
よ
り
効
果
的
で
低

侵
襲
な
治
療
の
た
め
に
重
要
で

す
。
思
春
期
特
発
性
側
弯
症
に

お
い
て
骨
密
度
低
下
や
骨
質
不

良
がCobb

角
進
行
の
リ
ス
ク

因
子
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
研
究

の
目
的
は
骨
代
謝
マ
ー
カ
ー
と

椎
体
楔
状
化
、Cobb

角
重
症

度
の
関
連
を
検
討
す
る
こ
と
で

し
た
。
結
果
で
す
が
、
骨
吸
収

マ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
ｘ
は
椎

体
楔
状
化
とCobb

角
の
両
方

と
正
の
相
関
を
認
め
ま
し
た
。

ま
た
年
齢
、
Ｎ
Ｔ
ｘ
、
骨
形
成

マ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｂ
Ａ
Ｐ
を
独

立
変
数
と
し
た
多
変
量
解
析
で

も
、
Ｎ
Ｔ
ｘ
の
み
が
椎
体
楔
状

化
の
有
意
な
因
子
で
し
た
。
本

研
究
結
果
か
ら
、
骨
吸
収
の
亢

進
が
椎
体
楔
状
化
を
増
大
さ
せ

Cobb

角
が
増
大
す
る
、
と
い

う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
示
唆
さ
れ
ま

し
た
。
本
研
究
は
骨
代
謝
と
椎

体
楔
状
化
の
関
連
を
検
討
し
た

初
め
て
の
報
告
で
し
た
。

　

今
回
の
賞
は
、
青
森
県
の
側

弯
症
治
療
を
長
期
に
わ
た
っ
て

精
力
的
に
支
え
て
い
た
だ
き
、

　

二
〇
二
三
年
四
月
か
ら
東
邦

大
学
の
三
つ
の
附
属
病
院
の
ひ

と
つ
で
あ
る
佐
倉
病
院
の
耳
鼻

咽
喉
科
学
教
室
責
任
者
と
な
り
、

二
〇
二
四
年
四
月
に
教
授
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
牛
尾
宗
貴

（
う
し
お
む
ね
た
か
）
と
申
し

ま
す
。
私
は
一
九
七
三
年
に
生

ま
れ
、
北
海
道
小
樽
市
で
中
学
・

高
校
時
代
を
の
ん
び
り
過
ご
し

ま
し
た
。
田
舎
で
し
た
の
で
、

中
学
時
代
に
仲
の
よ
か
っ
た
友

人
に
は
い
わ
ゆ
る
不
良
も
い
ま

し
た
し
、
高
校
卒
業
後
は
毎
年

一
定
数
が
就
職
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
九
九
一
年
、
貴
学
に
入
学

し
た
の
で
す
が
、
弘
前
の
定
食

屋
さ
ん
の
海
水
か
と
思
う
ほ
ど

塩
辛
い
味
噌
汁
に
慣
ら
さ
れ
、

薄
味
だ
と
物
足
り
な
く
感
じ
る

体
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

周
囲
の
影
響
も
あ
っ
て
大
量
飲

酒
の
習
慣
が
つ
い
た
ま
ま
現
在

に
至
り
、
ま
さ
に
不
健
康
ま
っ

し
ぐ
ら
で
す
。
私
が
学
生
の
頃

は
「
出
身
！
」
と
言
っ
て
自
分

の
来
歴
な
ど
を
叫
ん
で
一
気
飲

み
す
る
と
い
う
文
化
が
あ
り
、

飲
酒
能
力
が
高
め
ら
れ
た
（
よ

う
な
気
が
す
る
）
の
で
す
が
、

今
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

一
九
九
七
年
の
貴
学
卒
業
後

は
東
京
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
学
教

室
に
入
局
し
、
加
我
君
孝
先

生
・
山
岨
達
也
先
生
・
室
伏
利

久
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先

輩
方
の
指
導
の
も
と
で
、
研
鑽

を
積
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
留

学
先
は
米
国
ボ
ル
チ
モ
ア
の

ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
耳

鼻
咽
喉
科
・
前
庭
生
理
学
教
室

で
、
ロ
イ
ド
・
マ
イ
ナ
ー
教
授

ご
指
導
の
も
と
、
毎
日
狂
暴
な

ア
カ
ゲ
ザ
ル
と
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
。
ボ
ル
チ
モ
ア
は
米
国

内
で
も
治
安
の
悪
さ
で
上
位
に

ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
る
街
で
、
ア

パ
ー
ト
に
駐
車
し
て
い
た
車
の

窓
を
割
ら
れ
、
後
付
け
の
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
盗
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一

方
、
皆
さ
ん
細
や
か
で
思
い
や

り
が
あ
っ
て
、
何
か
あ
れ
ば
皆

で
パ
ブ
に
行
っ
た
り
も
し
ま
し

た
し
、
指
導
的
な
立
場
の
先
生

方
は
早
朝
か
ら
夜
ま
で
馬
車
馬

の
ご
と
く
働
い
て
お
り
、
留
学

前
ア
メ
リ
カ
人
に
対
し
て
持
っ

　

令
和
六
年
九
月
七
日
、
弘
前

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
消
化

器
血
液
免
疫
内
科
学
講
座
（
旧

内
科
学
第
一
講
座
、
消
化
器
血

液
内
科
学
講
座
）
元
教
授
、
元

弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院

長
、
弘
前
大
学
名
誉
教
授
で
あ

り
ま
す
、
棟
方
昭
博
先
生
が
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
あ
ま
り
に

突
然
の
訃
報
に
皆
が
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
同
年
の
五
月
の
同
門
会
で

は
、
元
気
に
参
加
さ
れ
、
温
か

い
エ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
矢
先

の
こ
と
で
し
た
。
亡
く
な
る
前

日
の
夜
も
普
段
通
り
夕
食
を
終

え
、
お
酒
と
一
服
、
最
後
の
夜

ま
で
初
志
貫
徹
で
し
た
。

　

先
生
は
、
青
森
県
黒
石
市
出

身
で
昭
和
四
十
二
年
三
月
に
弘

第
58
回
日
本
側
弯
症
学
会
学
術
集
会

ベ
ス
ト
ペ
ー
パ
ー
賞
を
受
賞
し
て

整
形
外
科
学
講
座
（
市
立
函
館
病
院
勤
務
）

医
長　

新
戸
部　

陽
士
郎

教
授
就
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶

東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
佐
倉
病
院　

教
授　

牛　

尾　

宗　

貴

故
・
棟
方
昭
博
先
生
を
追
悼
し
て

消
化
器
血
液
免
疫
内
科
学
講
座　

教
授　

消
化
器
血
液
免
疫
内
科
学
講
座　

教
授　

櫻　

庭　

裕　

丈

櫻　

庭　

裕　

丈

を
用
い
た
大
規

模
疫
学
研
究
」

で
す
。
近
年
、

脳
内
解
析
に
お

い
て
、
形
態
情

報
だ
け
で
な
く

海
馬
を
含
め
た

脳
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
注
目

さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で

はfunctional 
M

RI

に
よ
る
機

能
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
解
析

が
主
流
で
し
た

が
、
通
常
の
診

療
で
撮
像
さ
れ

て
い
る
よ
う
な

Ｍ
Ｒ
Ｉ
デ
ー
タ

を
用
い
、
Ｖ
Ｂ

Ｍ
解
析
を
行
う
こ
と
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
抽
出
で
き
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
本
研
究
で

は
こ
の
手
法
を
活
用
し
、
海
馬

内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
数
年
後

の
認
知
機
能
低
下
を
予
測
し
う

る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
は
、
認
知
症
に
進
行
す
る

リ
ス
ク
の
高
い
方
を
早
期
に
特

定
し
、
綿
密
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
や
治
療
介
入
に
つ
な
げ
る
可

能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
海
馬
内
を
含
め
脳
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
未
解
明
の
部

分
も
多
く
、
更
な
る
研
究
が
必

要
で
す
。
今
後
も
患
者
さ
ま
や

地
域
の
健
康
に
役
に
立
つ
結
果

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
尽
力
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　

私
は
研
究
を
始
め
た
ば
か
り

の
未
熟
者
で
、
今
回
い
た
だ
い

た
賞
に
見
合
う
よ
う
な
業
績
や

能
力
は
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
研
究
活
動

を
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む
こ

と
が
出
来
て
い
ま
す
。
個
人
的

な
見
解
で
す
が
、
研
究
の
魅
力

は
次
の
四
つ
に
集
約
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
①
研
究
チ
ー
ム
で

話
し
合
い
、
普
段
の
疑
問
点
や

興
味
か
ら
テ
ー
マ
を
決
定
す

る
。
②
先
行
研
究
を
調
べ
、
設

定
し
た
テ
ー
マ
に
新
規
性
や
妥

当
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
今
後
の

医
療
へ
の
貢
献
が
期
待
で
き
る

か
確
認
す
る
。
③
設
定
し
た

テ
ー
マ
や
目
的
を
検
討
す
る
た

め
最
適
な
手
法（
計
測
、解
析
、

統
計
な
ど
）
を
決
め
、
実
行
す

る
。
④
得
ら
れ
た
情
報
、
結
果

を
ま
と
め
学
会
で
発
表
す
る
。

今
回
も
、
こ
れ
ら
の
過
程
で
多

く
の
や
り
が
い
を
感
じ
、
ま
た

臨
床
業
務
の
合
間
に
研
究
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
環
境
を
大
変
有

難
く
感
じ
ま
し
た
。
当
講
座
で

は
現
在
、
本
テ
ー
マ
以
外
に
も

複
数
の
研
究
が
進
行
中
で
す
。

も
し
研
究
に
少
し
で
も
興
味
が

あ
る
方
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
弘
前
大
学
健
康
未

来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
機
構

や
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
健

診
参
加
者
の
皆
様
に
重
ね
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
研
究

の
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
弘
前
大

学
放
射
線
診
断
学
講
座 

掛
田

伸
吾
教
授
、
そ
の
他
の
先
生
方

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
研
究
のstudy 

design

か
ら
ス
ラ
イ

ド
・
論
文
作
成
ま
で

熱
く
ご
指
導
い
た
だ

い
た
、
和
田
簡
一
郎

先
生
の
お
陰
様
で
受

賞
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
ご
指
導
く
だ

さ
っ
た
石
橋
恭
之
教

授
、
脊
椎
班
の
先
生

方
を
は
じ
め
と
す
る

弘
前
大
学
整
形
外
科

学
講
座
の
先
生
方
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

て
い
た
偏
見
（
大
雑
把
、
個
人

主
義
、
九
時
五
時
な
ど
）
が
覆

さ
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
当
科
は
、
初
代
の
山

本
昌
彦
先
生
以
来
め
ま
い
の
診

療
と
研
究
を
大
き
な
柱
と
し
て

お
り
、
既
存
の
も
の
に
加
え
て

新
し
い
検
査
や
治
療
、
研
究
に

も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

一
方
、
手
術
に
は
さ
ら
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
悪
性
疾
患
の
一

部
を
除
く
耳
鼻
咽
喉
科
全
領
域

を
守
備
範
囲
と
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
め
ま
い
平
衡
を
好

み
、
専
門
と
し
て
い
る
つ
も
り

で
す
が
、
各
種
手
術
は
も
っ
と

好
き
で
す
。
現
在
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
後
の
目
標
で
も
あ
り

ま
す
の
は
、
学
内
外
で
の
連
携

強
化
で
す
。
ま
ず
は
院
内
か
ら

と
い
う
こ
と
で
、
数
年
前
か
ら

は
、
耳
鼻
咽
喉
科
単
独
で
の
手

術
に
加
え
、
脳
神
経
外
科
と
の

下
垂
体
手
術
、
呼
吸
器
外
科
と

の
甲
状
腺
手
術
（
な
ぜ
か
多
い

縦
隔
に
達
す
る
甲
状
腺
腫

瘍
）、眼
科
と
の
涙
道
手
術
（
全

国
的
に
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
）
な
ど
、
合
同
手
術

も
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
眼
科
チ
ー
ム
と
は

合
同
で
行
う
新
規
手
術
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
と
の
平
衡
関
係

の
共
同
研
究
も
は
じ
め
て
い
ま

す
。
当
院
は
各
診
療
科
・
部
門

と
の
連
携
を
は
か
り
や
す
く
、

風
通
し
の
良
い
施
設
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
院
外
・
学
外

と
の
連
携
は
ま
だ
限
定
的
で
す

が
、
強
化
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
に
残
さ
れ
た
任
期
は

十
四
年
ほ
ど
で
す
の
で
長
い
と

は
い
え
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
五

年
以
内
に
と
に
か
く
人
員
の
充

実
を
は
か
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
各
診
療
科
・
部
門
、
近
隣
の

医
療
機
関
と
協
力
し
て
、
若
い

先
生
方
や
学
生
さ
ん
の
育
成
に

あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
耳
鼻
咽
喉

科
の
さ
ら
な
る
発
展
に
少
し
で

も
寄
与
で
き
る
よ
う
、
が
ん

ば
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
も

し
佐
倉
市
で
働
い
て
も
い
い
な

と
思
う
先
生
が
い
ら
し
た
ら
、

是
非
と
も
お
声
が
け
く
だ
さ

い
。
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
ま
っ
た
く
も
っ
て
良
い

学
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
十
八
歳
か
ら
二
十
四
歳
と

い
う
気
力
も
体
力
も
人
生
最
高

だ
っ
た
時
期
を
過
ご
し
た
弘
前

は
、
良
い
想
い
出
に
あ
ふ
れ
た

街
で
す
。
弘
前
、
そ
し
て
弘
前

大
学
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念

し
て
、
稿
を
終
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
・

ご
支
援
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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前
大
学
医
学
部
を
卒
業
さ
れ
、

第
一
内
科
に
入
局
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
際
に
、
自
ら
を
「
眼

鏡
の
奥
の
優
し
い
ま
な
ざ
し
と

は
う
ら
は
ら
に
豪
快
な
笑
い
が

特
技
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
名
選
手
か
つ
学
問
も

極
め
て
優
秀
、
適
当
に
遊
び
も

こ
な
す
円
い
人
物
、
東
北
人
特

有
の
ね
ば
り
を
身
上
と
す
る

男
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
そ
の
通
り
の
温
か
さ
と

強
さ
で
親
身
に
ご
指
導
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
先
生
は
、
消
化

器
病
学
を
中
心
と
し
た
臨
床
研

究
・
基
礎
研
究
を
推
進
し
、
数

多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
中
で
も
、
大
腸
内
視
鏡
の

開
発
・
普
及
及
び
内
視
鏡
診
断

学
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

し
、
そ
の
功
績
に
関
し
て
財
団

法
人
内
視
鏡
医
学
研
究
振
興
財

団
よ
り
平
成
十
八
年
度
顕
彰
を

授
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補

助
金
難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事

業
「
難
治
性
炎
症
性
腸
管
障
害

に
関
す
る
調
査
研
究
班
」
の
班

員
研
究
分
担
者
と
し
て
、
炎
症

性
腸
疾
患
特
に
潰
瘍
性
大
腸
炎

の
診
断
基
準
、
治
療
指
針
の
改

訂
に
携
わ
り
、
日
本
の
潰
瘍
性

大
腸
炎
診
療
の
基
礎
を
築
き
ま

し
た
。
教
授
を
退
官
さ
れ
た
後

も
、
平
成
二
十
三
年
九
月
つ
が

る
西
北
五
広
域
連
合
病
院
事
業

管
理
者
に
就
任
さ
れ
、
つ
が
る

総
合
病
院
を
中
核
と
し
、
二
つ

の
サ
テ
ラ
イ
ト
病
院
と
二
つ
の

サ
テ
ラ
イ
ト
診
療
所
で
構
成
さ

れ
、
診
療
情
報
共
有
の
た
め
の

連
合
病
院
間
の
地
域
連
携
シ
ス

テ
ム
を
用
い
た
西
北
五
医
療
圏

の
診
療
体
制
の
確
立
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
先
生
は
「
大
学
改

革
」
と
「
開
か
れ
た
大
学
」
が

求
め
れ
て
い
る
時
代
情
勢
に
応

え
る
べ
く
平
成
九
年
六
月
十
一

日
に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
た

本
機
関
紙
「
医
学
部
ウ
ォ
ー

カ
ー
」
の
創
設
者
で
も
あ
り
ま

す
。
創
刊
五
十
回
記
念
号
で
は
、

二
千
年
以
上
前
の
ロ
ー
マ
の
時

代
に
お
い
て
も
情
報
開
示
を
す

る
こ
と
で
政
治
改
革
が
進
ん
だ

こ
と
を
引
用
し
、
最
近
に
お
い

て
も
よ
く
耳
に
す
る
、「
情
報

開
示
」
の
大
切
さ
を
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
医
学
部
の
情
報
発

信
広
報
誌
で
あ
る
、「
医
学
部

ウ
ォ
ー
カ
ー
」
の
発
展
が
、
弘

前
大
学
医
学
部
の
発
展
に
つ
な

が
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
の
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
写
真
に
写
る
棟
方

昭
博
先
生
の
眼
鏡
の
奥
の
優
し

い
ま
な
ざ
し
と
豪
快
な
笑
顔
を

私
た
ち
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
追

悼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

  
Ｃ
Ｂ
Ｔ
・
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の

Ｃ
Ｂ
Ｔ
・
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の

  
実
施
状
況

実
施
状
況学

務
委
員
長　

富　

田　

泰　

史

（
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

教
授
）

　

令
和
三
年
五
月
に
医
師
法
が

改
正
さ
れ
、
令
和
五
年
四
月
か

ら
臨
床
実
習
前
の
二
つ
の
共
用

試
験
が
「
公
的
」
な
試
験
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
て
三
百
二

十
問
の
多
選
択
肢
択
一
形
式
問

題
に
回
答
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
知
識
」
の
習
得
度
を
評
価
す

る
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（Com

puter Based 
T

esting

）
と
、
小
試
験
室
を

回
り
、
患
者
さ
ん
と
の
面
接
や

診
察
、
手
技
な
ど
を
実
施
し
評

価
さ
れ
る
こ
と
で
、
臨
床
に
お

け
る
基
本
的
な「
技
能
」と「
態

度
」
を
評
価
す
る
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

（O
bjective Structured Clini-

cal Exam
ination

）
で
す
。
Ｃ

Ｂ
Ｔ
と
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
の
合
格
基
準

は
全
国
統
一
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
同
一
年
度
内
に
こ
れ
ら
二

つ
の
試
験
に
合
格
し
た
医
学
生

は「
臨
床
実
習
生（
医
学
）」（
以

前
の
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ド
ク

タ
ー
）
と
な
り
、
指
導
医
の
下

で
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
を
開

始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
的
化
さ
れ
て
二
年
目
と
な

る
令
和
六
年
度
の
共
用
試
験

（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
・
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
は
、

四
年
生
を
対
象
と
し
て
Ｃ
Ｂ
Ｔ

本
試
験
が
九
月
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
本

試
験
が
十
二
月
に
実
施
さ
れ
、

各
々
一
回
の
再
試
験
も
含
め
て

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
本
学

の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
受
験
者
数
（
百
四

十
七
名
）
は
昨
年
度
よ
り
も
大

幅
に
増
加
し
、
予
備
を
含
め
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
数
な
ら
び
に

受
験
者
の
座
席
配
置
な
ど
の
関

係
か
ら
、
一
日
で
は
実
施
困
難

な
状
況
と
な
り
二
日
間
に
渡
っ

て
実
施
致
し
ま
し
た
。
試
験
問

題
の
漏
洩
の
懸
念
や
教
員
・
事

務
方
、
機
構
か
ら
の
派
遣
者
に

も
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
、

可
能
で
あ
れ
ば
一
日
で
の
実
施

が
望
ま
し
く
、
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
は
今
後
の
課
題
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
本
学
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
本
試

験
の
合
格
率
は
八
五
％
を
下
回
っ

て
お
り
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
見
直
し
や
模
試
の
活
用
、
学

生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
強
化
な
ど
の

対
策
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
に
関
し
て
は
、
模

擬
患
者
の
育
成
な
ら
び
に
認
定

評
価
者
（
機
構
の
評
価
者
認
定

講
習
会
の
受
講
必
須
）
の
確
保

か
ら
準
備
を
始
め
ま
し
た
。
学

生
の
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
前
の
準
備
に
相

当
す
る
プ
レ
・
ク
リ
ニ
カ
ル
ク

ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
を
四
週
間
実
施

し
、
十
分
な
準
備
期
間
を
確
保

し
ま
し
た
。
本
試
験
当
日
の
八

課
題
（
医
療
面
接
・
バ
イ
タ
ル

サ
イ
ン
・
頭
頸
部
・
胸
部
・
腹

部
・
神
経
・
基
本
的
臨
床
手
技
・

救
急
）
実
施
に
際
し
て
、
各
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
二
名
ず
つ
の
認

定
評
価
者
を
配
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
外
部
評
価
者
を
含
め

全
体
で
六
十
八
名
の
認
定
評
価

者
が
必
要
で
し
た
。
学
内
か
ら

は
五
十
一
名
の
認
定
評
価
者
を

確
保
し
、
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
で

乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

十
一
月
に
実
施
し
た
六
年
生

の
臨
床
実
習
後
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
ま

だ
公
的
化
試
験
に
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
近
い
将
来
に
公
的

化
に
な
る
見
込
み
で
す
。
模
擬

患
者
の
育
成
や
認
定
評
価
者
の

確
保
な
ど
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（
四
年

生
対
象
の
臨
床
実
習
前
Ｏ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
な
ら
び
に
六
年
生
対
象
の
臨

床
実
習
後
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
の
実
施

は
弘
前
大
学
の
み
な
ら
ず
、
多

く
の
地
方
大
学
で
「
相
当
な
負

担
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
学

に
お
い
て
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
認
定
評
価

者
数
は
十
分
で
は
な
く
、
臨
床

系
の
全
教
員
の
認
定
取
得
が
必

要
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

教
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
度
も
、
教
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
何
と
か
無
事
に
共

用
試
験
を
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
全
て
の
教
職
員
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

医
学
教
育
学
講
座　

特
任
教
授　

鬼　

島　
　
　

宏

「
多
職
種
連
携
と
Ｄ
Ｘ
技
術
で
融
合
し
た

「
多
職
種
連
携
と
Ｄ
Ｘ
技
術
で
融
合
し
た

北
東
北
が
創
出
す
る
地
域
医
療
教
育

北
東
北
が
創
出
す
る
地
域
医
療
教
育

コ
モ
ン
ズ
」
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

コ
モ
ン
ズ
」
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

弘
前
大
学
は
、
文
部
科
学
省

が
公
募
し
た
大
学
教
育
再
生
戦

略
推
進
費
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時

代
の
医
療
人
材
養
成
拠
点
形
成

事
業
」（
令
和
四
年
度
か
ら
七

年
間
）
で
全
国
十
一
拠
点
の
う

ち
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
本
学
の
拠
点
形
成
事
業
は

「
多
職
種
連
携
と
Ｄ
Ｘ
技
術
で

融
合
し
た
北
東
北
が
創
出
す
る

地
域
医
療
教
育
コ
モ
ン
ズ
」
で

あ
り
、
秋
田
大
学
・
弘
前
学
院

大
学
・
弘
前
医
療
福
祉
大
学
、

青
森
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
多

職
種
連
携
教
育
を
基
盤
と
し
た

総
合
的
に
患
者
・
地
域
住
民
を

診
る
資
質
・
能
力
を
持
つ
医
療

者
教
育
に
よ
り
持
続
可
能
な
地

域
医
療
共
同
体
を
北
東
北
に
構

築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
六
年
十
二
月
二
十
日
に

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
弘
前
シ
テ
ィ
に

て
本
事
業
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
事
業
責

任
者
で
あ
る
本
学
岡
﨑
雅
明
理

事
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
第
一
部

で
は
新
潟
大
学
大
学
院
医
歯
学

総
合
研
究
科
地
域
医
療
確
保
・

地
域
医
療
課
題
解
決
支
援
講
座

災
害
医
学
・
医
療
人
育
成
分
野

高
橋
昌
特
任
教
授
か
ら
「
攻
め

る
医
療
〜
社
会
医
学
・
地
域
医

療
学
の
教
育
戦
略
」
と
題
し
、

特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
第
二
部
で
は
、「
地
域

医
療
早
期
体
験
実
習
と
多
職
種

連
携
教
育
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ

ネ
リ
ス
ト
を
本
学
医
学
部
医
学

科
三
年
四
戸
希
さ
ん
、
一
年
久

夛
良
優
衣
さ
ん
と
同
保
健
学
科

二
年
八
木
澤
恵
梧
さ
ん
が
、
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
新
潟
大
学
高

橋
昌
特
任
教
授
、
秋
田
大
学
先

進
デ
ジ
タ
ル
医
学
・
医
療
教
育

学
講
座
及
川
沙
耶
佳
特
任
教

授
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
本

学
医
学
教
育
学
講
座
鬼
島
宏
特

任
教
授
が
務
め
、
各
パ
ネ
リ
ス

ト
か
ら
発
表
さ
れ
た
後
、
活
発

に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
本
学
の
石
橋
恭

之
研
究
科
長
か
ら
、
今
後
も
参

画
四
校
及
び
他
大
学
と
も
協
働

し
な
が
ら
医
学
教
育
を
進
め
て

い
く
旨
の
挨
拶
に
よ
り
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
大
学
等
の
教
育

機
関
教
職
員
に
加
え
て
、
大
学

生
・
大
学
院
生
、
自
治
体
等
行

政
職
員
、
一
般
の
方
と
多
岐
に

わ
た
り
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
事

業
へ
の
理
解
が
深
ま
る
良
い
内

容
で
あ
っ
た
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に

学
部
学
生
が
加
わ
っ
て
い
た
の

が
良
か
っ
た
な
ど
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
多
職
種
連
携
と
Ｄ
Ｘ
技
術

で
融
合
し
た
北
東
北
が
創
出
す

る
地
域
医
療
教
育
コ
モ
ン
ズ
」

は
令
和
十
年
度
ま
で
継
続
し
て

事
業
を
展
開
し
て
ゆ
き
ま
す
。

青
森
県
・
秋
田
県
を
中
心
と
し

た
地
域
医
療
教
育
が
さ
ら
に
充

実
・
発
展
す
る
よ
う
、
医
学
研

究
科
附
属
地
域
基
盤
型
医
療
人

材
育
成
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

が
一
丸
と
な
っ
て
尽
力
し
て
ゆ

く
次
第
で
す
。
今
後
と
も
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

【【ププロロググララムム】】

・・開開会会挨挨拶拶 弘前大学理事（教育担当）
事業責任者 岡 﨑 雅 明

・・特特別別講講演演 演 題：「攻める医療〜社会医学・地域医療学の教育戦略」

講 師： 新潟大学大学院医歯学総合研究科
地域医療確保・地域医療課題解決支援講座

災害医学・医療人育成分野 特任教授 高 橋 昌 氏

・・パパネネルルデディィススカカッッシショョンン
テーマ：「地域医療早期体験実習と多職種連携教育について」

コーディネーター：弘前大学大学院医学研究科医学教育学講座 特任教授

鬼 島 宏

パネリスト：弘前大学医学部医学科３年 四 戸 希
弘前大学医学部保健学科２年 八木澤 恵 梧
弘前大学医学部医学科１年 久夛良 優 衣

コメンテーター：新潟大学大学院医歯学総合研究科医療確保・地域医療課題解決支援講座

災害医学・医療人育成分野 特任教授 高 橋 昌 氏

秋田大学大学院医学系研究科医学専攻 先進デジタル医学・

医療教育学講座 特任教授 及 川 沙耶佳

・・閉閉会会挨挨拶拶 弘前大学大学院医学研究科長 石 橋 恭 之

日 時：令和６年１２月２０日（金）１５：００～１７：００
場 所：アートホテル弘前シティ３階 サファイア

（〒 弘前市大町 ）

■お問い合わせ：弘前大学医学研究科学務グループ
TEL:0172-39-5202 FAX:0172-39-5209 E-mail:cchpe@hirosaki-u.ac.jp

令令和和４４年年度度採採択択文文部部科科学学省省「「ポポスストトココロロナナ時時代代のの医医療療人人材材養養成成拠拠点点形形成成事事業業」」

第第３３回回 「「多多職職種種連連携携ととDX技技術術でで融融合合ししたた北北東東北北がが創創出出すするる
地地域域医医療療教教育育ココモモンンズズ」」事事業業 シシンンポポジジウウムム

■主 催：弘前大学・秋田大学・弘前学院大学・弘前医療福祉大学

選定された本学の事業は、北東北国立大学医学部２校および青森県内医療系私立大学２校が連携し、多職種
連携教育を基盤とした総合的に患者・地域住民を診る資質・能力を持つ医療者教育により持続可能な地域医
療共同体を北東北に構築することを目的としています。

■申込方法：
参加申込受付フォーム、または （ ）、メール（ ＠
にて【所属】【氏名】【連絡先電話番号／メールアドレス】を明記の上、申込ください。

「多職種連携と 技術で融合した北東北が創出する地域医療教育コモンズ」事業 シンポジウム
参加申込受付フォーム

高橋昌特任教授（新潟大学）

第二部・パネルディスカッション
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ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
二
〇
二
四
年
の
ゴ
ー
ル
ド

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
百
二
十
四
か
所
に
広

が
り
、
青
森
県
内
で
も
弘
前
城

と
共
に
八
戸
市
総
合
保
健
セ
ン

タ
ー
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま

し
た
。

的
特
徴
や
人
口
減
少
、
超
高
齢

社
会
の
到
来
を
踏
ま
え
、
病
院

の
統
廃
合
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

の
推
進
、
医
師
に
と
っ
て
働
き

や
す
い
環
境
整
備
に
力
を
入
れ

て
い
く
こ
と
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

知
事
の
講
演
後
に
は
学
生
と

の
懇
談
が
あ
り
ま
し
た
。
学
生

か
ら
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

普
及
に
よ
り
首
都
圏
か
ら
の
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
が
増
え
、
青
森

県
の
医
師
不
足
が
加
速
す
る
の

で
は
な
い
か
、
医
師
の
仕
事
と

子
育
て
の
バ
ラ
ン
ス
へ
の
対
応

な
ど
の
質
問
が
あ
り
、
県
の
ス

タ
ッ
フ
も
交
え
て
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
に
も
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
弘
前
大
学
に
は
青
森

県
を
含
め
自
治
体
か
ら
の
寄
附

講
座
が
複
数
設
置
さ
れ
て
お

り
、
弘
前
大
学
を
起
点
と
し
て

青
森
県
立
中
央
病
院
と
連
携
し

な
が
ら
、
県
内
の
医
療
機
関
を

循
環
す
る
本
県
独
自
の
地
域
循

環
型
医
師
育
成
シ
ス
テ
ム
が
構

築
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
卒
業
生
が
青
森
県
の

地
域
医
療
の
充
実
に
貢
献
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

宮
下
宗
一
郎
青
森
県
知

事
と
弘
前
大
学
医
学
部
医

学
科
五
年
生
と
の
懇
談
会

が
、
令
和
七
年
一
月
二
十

日
に
医
学
部
基
礎
大
講
堂

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
平
成
十
七

年
に
始
ま
り
、
以
降
二
十

年
の
長
き
に
わ
た
り
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
側
か

ら
は
宮
下
知
事
に
加
え
、
守
川

義
信
健
康
医
療
福
祉
部
部
長
、

藤
野
安
弘
良
医
育
成
支
援
特
別

顧
問
ら
が
出
席
し
、
福
田
眞
作

学
長
、
石
橋
恭
之
医
学
部
長
、

袴
田
健
一
附
属
病
院
長
の
列
席

の
も
と
、
学
務
委
員
長
の
司
会

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
初
め
に
宮
下
知
事

か
ら
「
青
森
県
の
目
指
す
医
療

の
姿
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。そ
の
冒
頭
で
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
駐
在
の
外
務
省
職
員
か

ら
迷
う
こ
と
な
く
む
つ
市
長
を

志
し
た
こ
と
、
地
域
の
成
長
の

た
め
に
は
自
分
自
身
も
成
長
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
自
ら

の
信
念
を
語
ら
れ
、「
成
長
し

続
け
る
医
師
を
目
指
し
て
ほ
し

い
」
と
学
生
へ
の
エ
ー
ル
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
青
森
県
に
お

け
る
医
師
の
需
要
と
供
給
の
バ

ラ
ン
ス
は
、
都
会
と
は
異
な
り

圧
倒
的
に
需
要
に
傾
い
て
お

り
、
一
人
一
人
の
医
師
の
価
値

と
果
た
す
役
割
は
と
て
も
大
き

い
こ
と
を
強
調
さ
れ
、
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
に
寄
り
添
い
、
安

心
を
与
え
る
医
師
に
な
っ
て
ほ

し
い
、
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

面
積
が
大
き
い
青
森
県
の
地
理

優
秀
発
表
賞
に
三
浦
裕
幸
先
生

弘
前
医
学
会
庶
務
幹
事　

漆　

舘　

聡　

志

（
形
成
外
科
学
講
座　

教
授
）

第
162
回
弘
前
医
学
会
例
会

　

記
録
的
な
大
雪
が
や

や
落
ち
つ
い
た
令
和
七

年
一
月
三
十
一
日
に
、

第
百
六
十
二
回
弘
前
医

学
会
例
会
が
医
学
部
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
石
橋
恭

之
弘
前
医
学
会
会
長
の
ご
挨
拶

の
後
、
一
般
演
題
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
座
長
は
吉
澤
忠
司
先

生
、
木
村
大
輔
先
生
、
松
坂
方

士
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
第
百
六
十
二
回

弘
前
医
学
会
例
会
に
お
い
て
、

「
自
発
運
動
が
放
射
線
誘
発
性

脳
機
能
障
害
マ
ウ
ス
の
認
知
機

能
に
与
え
る
影
響
」
に
つ
い
て

発
表
し
、
優
秀
発
表
賞
を
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
選
考
委

員
の
先
生
方
、
ま
た
日
頃
よ
り

ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
っ
て
い

る
山
田
先
生
、
古
川
先
生
、
小

枝
先
生
、
佐
藤
先
生
、
山
口
先

生
、
研
究
室
の
皆
様
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
ス
タ
ッ
フ
一

同
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
弘
前
大
学
医
学

部
附
属
病
院
の
作
業
療
法
士
と

し
て
、
が
ん
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
て
い
ま

弘
前
医
学
会
例
会

優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し
て

附
属
病
院
医
療
技
術
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門

主
任
作
業
療
法
士　

三　

浦　

裕　

幸

青
森
県
知
事
と

五
年
生
と
の
懇
談
会

学
務
委
員
長　

富　

田　

泰　

史

（
循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

教
授
）

今
回
一
般
演
題
は
第
五
回
櫻
井

記
念
医
学
研
究
賞
の
成
果
発
表

二
題
、
第
四
十
回
唐
牛
記
念
医

学
研
究
基
金
助
成
金
Ａ
の
成
果

発
表
一
題
を
含
む
計
十
題
で
し

た
。
い
ず
れ
も
興
味
深
く
、
学

内
の
他
部
門
の
研
究
内
容
を
知

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

座
長
三
名
に
中
村
和
彦
先
生
、

井
原
一
成
先
生
を
加
え
た
五
名

の
先
生
に
審
査
員
を
務
め
て
い

た
だ
き
優
秀
発
表
賞
の
選
考
を

行
い
ま
し
た
。
審
査
委
員
長
の

井
原
一
成
先
生
よ
り
選
考
の
結

果
、
三
浦
裕
幸
先
生
（
附
属
病

院
医
療
技
術
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
門
）
の
「
自
発
運
動

が
放
射
線
誘
発
性
脳
機
能
障
害

マ
ウ
ス
の
認
知
機
能
に
与
え
る

影
響
」
に
決
定
し
た
こ
と
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
の
独
自

性
、
発
表
と
質
疑
応
答
の
明
確

性
、
今
後
臨
床
応
用
が
期
待
さ

れ
る
点
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ

た
こ
と
が
選
考
理
由
と
し
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
袴
田
健
一
先
生
を
座

長
に
お
迎
え
し
例
会
講
座
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
三
浦

卓
也
先
生
（
臨
床
試
験
管
理
セ

ン
タ
ー
准
教
授
）
に
お
願
い
し

「Ph.D
.

取
得
後
に
弘
前
大
学
で

行
っ
て
き
た
臨
床
研
究
」

と
い
う
演
題
名
で
御
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
位

取
得
後
外
科
医
と
し
て
手

術
を
は
じ
め
と
し
た
臨
床

に
従
事
す
る
中
で
も
、
常

に
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
を

忘
れ
ず
臨
床
で
生
じ
た
疑

問
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
研

究
を
継
続
さ
れ
て
き
た
ご
経
験

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
石
橋
恭
之
会
長
に
座
長

を
お
務
め
い
た
だ
き
、
第
二
十

九
回
弘
前
大
学
医
学
部
学
術
賞

受
賞
記
念
講
演
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
学
術
奨
励
賞
受
賞
記
念

講
演
は
櫛
引
英
恵
先
生
（
分
子

病
態
病
理
学
講
座
）、
立
崎
真

幸
先
生
（
血
管
・
炎
症
医
学
講

座
）
の
お
二
方
、
学
術
特
別
賞

受
賞
記
念
講
演
は
三
木
康
生
先

生
（
脳
神
経
病
理
学
講
座
）
に

御
講
演
い
た
だ
き
、
い
ず
れ
も

今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
す

ば
ら
し
い
研
究
成
果
で
し
た
。

　

本
会
はT

eam
s

の
六
十
八

名
を
含
む
百
三
十
二
名
と
多
数

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
盛
会
裡

に
終
了
致
し
ま
し
た
。
次
回
は

本
年
六
月
二
十
八
日
㈯
に
第
百

八
回
弘
前
医
学
会
総
会
が
大
館

市
プ
ラ
ザ
杉
の
子
に
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
皆
様
の
御
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

石橋恭之会長挨拶

三浦卓也先生
　

皆
さ
ま
、
ゴ
ー
ル
ド
リ
ボ
ン

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
ゴ
ー

ル
ド
リ
ボ
ン
は
小
児
が
ん
啓
発

を
目
指
し
た
世
界
共
通
の
シ
ン

ボ
ル
で
す
。「
ゴ
ー
ル
ド
」
は

貴
重
な
金
属
で
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
は
私
た
ち
の
も
っ
と
も
貴

重
な
宝
物
で
す
。「
ゴ
ー
ル
ド
」

に
は
小
児
が
ん
に
苦
し
む
子
ど

も
た
ち
と
子
ど
も
た
ち
に
必
要

な
医
療
・
ケ
ア
、
研
究
に
輝
か

し
い
「
光
を
当
て
る
」
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
児
が
ん
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
支
援
と
小
児
が
ん
の
啓
発
を

目
指
し
「
ゴ
ー
ル
ド
・
セ
プ
テ

ン
バ
ー
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と

銘
打
っ
た
活
動
が
毎
年
九
月
に

世
界
中
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
中
、
世
界

各
地
の
名
所
が

「
ゴ
ー
ル
ド
」
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
り
、
小
児
が

ん
に
纏
わ
る
講
演

会
や
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
が
開

か
れ
た
り
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
す
。
日
本

で
は
当
科
も
参
加

す
る
日
本
小
児
が

ん
研
究
グ
ル
ー
プ

を
中
心
に
二
〇
二

一
年
か
ら
キ
ャ
ン

金色に輝く弘前城の前で集合写真

G
lobal G

old S
eptem

ber C
am

paign 2
0

2
4

「
弘
前
城
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
」
開
催

小
児
科
学
講
座　

助
教　

小　

林　

明　

恵

す
。
放
射
線
療
法
は
脳
腫
瘍
患

者
に
対
す
る
標
準
治
療
の
一
つ

で
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
有
害

事
象
と
し
て
放
射
線
誘
発
性
脳

機
能
障
害
（radiation-induced 

brain injury: RBI

）
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
Ｒ
Ｂ
Ｉ
は
認
知

機
能
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
低
下
を
伴
う

た
め
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

が
処
方
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
治

療
機
序
は
十
分
に
解
明
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
我
々
は
Ｒ
Ｂ
Ｉ
モ

デ
ル
マ
ウ
ス
を
作
成
し
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し

て
の
自
発
運
動
が
Ｒ
Ｂ
Ｉ
の
認

知
機
能
改
善
に
及
ぼ
す
影
響
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
自
発
運

動
に
よ
る
神
経
保
護
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
の
行
動
評

価
お
よ
び
血
液
、
脳
組
織
を
解

析
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
自

発
運
動
は
Ｒ
Ｂ
Ｉ
モ
デ
ル
マ
ウ

ス
の
認
知
機
能
を
改
善
し
、
脳

由
来
神
経
栄
養
因
子
の
増
加
や

海
馬
神
経
新
生

の
促
進
、
お
よ

び
シ
ナ
プ
ス
可

塑
性
を
増
強
さ

せ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
知

見
は
、
Ｒ
Ｂ
Ｉ

に
対
す
る
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ

と
を
示
唆
し
て

い
ま
す
。
今
後

は
、
自
発
運
動

の
最
適
な
運
動

負
荷
や
頻
度
を

明
確
に
し
、
Ｒ

Ｂ
Ｉ
に
対
す
る

実
用
的
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
介
入
法
の
確
立
に
向
け
て
研

究
を
深
め
、
が
ん
患
者
のW

ell-
being

向
上
と
が
ん
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
た
び
は
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

例会優秀発表賞受賞者を囲んで
（井原一成選考委員長、三浦裕幸氏、石橋恭之会長）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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今
年
度
で
三
回
目
と
な
っ
た

弘
前
城
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
は
九
月
七
日
㈯
～
九
日

㈪
の
三
日
間
行
わ
れ
、
初
日
の

七
日
㈯
に
は
日
没
に
合
わ
せ

て
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
、
当

科
や
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
、
保
健

学
科
教
員
で
集
ま
り
、
金
色
に

輝
く
弘
前
城
を
見
上
げ
な
が
ら
、

成
長
し
た
姿
で
の
再
会
を
喜
び
、

県
内
で
の
小
児
が
ん
支
援
に
つ

い
て
話
を
し
、
記
念
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
今
年
度
も
弘
前
公
園
や
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
弘
前
城
の

様
子
を
病
棟
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム

に
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
し
、
入
院

中
の
お
子
さ
ん
達
や
付
き
添
い

の
ご
家
族
に
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

を
お
届
け
し
ま
し
た
。
ま
た
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
附

属
病
院
正
面
玄
関
に
展
示
し
た

小
児
が
ん
啓
発
の
ポ
ス
タ
ー
と

ゴ
ー
ル
ド
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
へ

は
、
来
院
さ
れ
た
方
々
の
手
に

よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。

　

小
児
が
ん
は
希
少
疾
患
で
あ

り
認
知
さ
れ
に
く
い
だ
け
で
な

く
、
成
長
途
中
の
子
ど
も
た
ち

が
強
力
な
治
療
を
受
け
る
こ
と

に
よ
る
晩
期
障
害
の
問
題
や
学

校
の
問
題
、
治
療
後
の
生
活
の

問
題
…
と
多
く
の
困
難
が
あ
り

ま
す
。
昨
今
、
長
期
療
養
中
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
一
部
自
治

体
で
は
ワ
ク
チ
ン
の
再
接
種
、

遠
方
へ
の
受
診
の
た
め
の
交
通

費
助
成
な
ど
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
が
少
し
ず
つ
動
き
出
し
て

い
ま
す
。し
か
し
、個
々
の
ケ
ー

ス
毎
、
自
治
体
毎
に
支
援
の
ば

ら
つ
き
も
大
き
く
、
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
課
題
は
ま
だ
ま

だ
山
積
み
で
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ま
に

小
児
が
ん
へ
関
心
を
寄
せ
て
頂

き
、
動
き
始
め
た
支
援
の
波
を

さ
ら
に
加
速
で
き
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

特 集
令和6年度 弘前大学学術賞
第２9回 弘前大学医学部学術賞
第２5回 弘前大学医学部医学科国際化教育奨励賞
第２6回 弘前大学医学部附属病院診療奨励賞
第４3回 唐牛記念医学研究基金

弘
前
大
学
学
術
特
別
賞
（
遠
藤
賞
）

を
受
賞
し
て

地
域
侵
襲
制
御
医
学
講
座　

特
任
教
授　

廣　

田　

和　

美

遠 藤 賞
令
和
６
年
度
　
弘
前
大
学
学
術
賞

　

こ
の
度
は
、
栄
誉
あ
る
弘
前

大
学
学
術
特
別
賞
・
遠
藤
賞
を

受
賞
さ
せ
て
頂
き
、
大
変
う
れ

し
く
、
選
考
に
関
わ
っ
た
関
係

各
位
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
、
全
身
麻
酔
機
序
や
鎮

痛
機
序
と
言
っ
た
神
経
科
学
に

関
わ
る
研
究
と
静
脈
麻
酔
薬
ケ

タ
ミ
ン
に
関
す
る
研
究
を
中
心

に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
究
テ
ー
マ
に
至
っ

た
の
は
、
二
〇
一
七
年
か
ら
三

年
間
務
め
ま
し
た
日
本
学
術
振

興
会
学
術
シ
ス

テ
ム
研
究
セ
ン

タ
ー
医
歯
薬
班

専
門
研
究
員
で

あ
っ
た
こ
と
が

大
き
か
っ
た
で

す
。
任
期
中
に

医
歯
薬
班
で
、

「
百
寿
社
会
の

展
望
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催

し
た
の
で
す

が
、
そ
れ
に
関

わ
っ
た
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら

日
本
が
百
寿
社

会
（
超
高
齢
化

社
会
）
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、

麻
酔
科
医
と
し

て
社
会
に
貢
献

で
き
る
こ
と
は

何
か
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
高
齢

者
の
術
後
に
多

く
見
ら
れ
、
場

合
に
よ
っ
て
は
永
続
的
な
認
知

機
能
障
害
に
移
行
す
る
こ
と
も

あ
る
術
後
譫
妄
の
予
測
、
予

防
、
治
療
に
関
す
る
研
究
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

同
じ
く
二
〇
一
七
年
の
日
本

神
経
精
神
薬
理
学
会
年
会
で
、

静
脈
麻
酔
薬
ケ
タ
ミ
ン
と
鬱
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ

れ
た
際
に
、
私
は
ケ
タ
ミ
ン
の

一
般
的
臨
床
薬
理
に
つ
い
て
の

講
演
を
依
頼
さ
れ
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
初
め
て
、
我
々
麻

酔
科
医
が
普
段
使
っ
て
い
る
静

脈
麻
酔
薬
ケ
タ
ミ
ン
に
抗
鬱
作

用
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
鬱
に
も
興
味
を

持
ち
研
究
を
始
め
た
次
第
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
病
態
も
発
症
に
脳

内
炎
症
が
大
き
く
関
与
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
受

賞
研
究
テ
ー
マ
は
、「
鬱
並
び

に
譫
妄
を
中
心
に
周
術
期
脳
内

炎
症
の
病
態
解
明
と
予
測
、
予

防
・
治
療
法
に
関
す
る
研
究
」

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
に
は
、
教
室
員
の

多
大
な
協
力
が
あ
り
、
皆
で
出

し
た
多
く
の
デ
ー
タ
の
解
析
を

論
文
化
し
た
こ
と
で
、
今
回
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

で
す
の
で
、
私
一
人
の
賞
で
は

な
く
、
教
室
を
代
表
し
て
私
が

頂
く
賞
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
研
究
は
、
完
結
し

た
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
も
発

展
し
て
行
く
テ
ー
マ
で
す
。
教

室
員
が
引
き
続
き
研
究
を
続
け

て
く
れ
て
お
り
、
更
な
る
発
展

を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

少
し
話
が
そ
れ

ま
す
が
、
副
賞
と

し
て
頂
い
た
宮
田

先
生
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
「
シ
ュ
プ
リ

ン
ゲ
ン
」
の
レ
プ

リ
カ
の
ト
ロ

フ
ィ
ー
も
、
受
賞

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
一
つ
で
し

た
。
弘
前
大
学
創

立
六
十
周
年
記
念

式
典
で
、
当
時
東

京
藝
術
大
学
長
で

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

宮
田
先
生
の
講
演

を
拝
聴
し
、
非
常
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
の
長

女
が
東
京
藝
術
大
学
の
美
術
学

部
芸
術
学
科
に
入
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
是
非
と
も
宮
田
先
生

作
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
欲
し
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
頂
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

意
味
で
も
感
激
し
て
い
ま
す
。

　

授
賞
式
の
十
二
月
二
十
四
日

は
、
私
の
誕
生
日
で
あ
り
、
ク

リ
ス
マ
ス
イ
ブ
で
し
た
の
で
、

本
賞
受
賞
は
最
高
の
誕
生
日
プ

レ
ゼ
ン
ト
で
あ
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
り
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

医
学
部
学
術
賞
（
特
別
賞
）

を
受
賞
し
て

脳
神
経
病
理
学
講
座　

助
教　

三　

木　

康　

生

特 別 賞
第
２9
回
　
弘
前
大
学
医
学
部
学
術
賞

　

今
回
、「
多
系
統
萎
縮
症
に

お
け
る
認
知
機
能
障
害
の
成
因

の
解
明
と
治
療
法
の
開
発
」
と

い
う
研
究
課
題
で
第
二
十
九
回

弘
前
大
学
医
学
部
学
術
賞
（
特

別
賞
）
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た

の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。
大
変

光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
α
シ
ヌ
ク
レ
イ
ン
（α-Syn

）

は
シ
ナ
プ
ス
前
終
末
に
存
在

し
、
シ
ナ
プ
ス
の
機
能
維
持
に

関
わ
り
ま
す
。
し
か
し
、
多
系

統
萎
縮
症
（
Ｍ
Ｓ
Ａ
）
で
は
不

溶
化
し
た
異
常α-Syn

が
オ
リ

ゴ
デ
ン
ド
ロ
グ
リ
ア
な
ら
び
に

神
経
細
胞
内
に
蓄
積
し
神
経
変

性
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
近

年
、Ｍ
Ｓ
Ａ
は
自
律
神
経
障
害
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状
、
小
脳
性

運
動
失
調
の
三
徴
に
加
え
て
、

認
知
機
能
障
害
を
合
併
す
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
認
知
機
能
障
害
の
成

因
に
つ
い
て
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
私

達
は
英
国U

niversity College 
London

に
蓄
積
さ
れ
たM

SA

と
確
定
診
断
さ
れ
た
一
四
八
剖

検
例
の
臨
床
記
録
を
調
べ
、
二

割
の
患
者
が
認
知
機
能
障
害
を

呈
し
、
さ
ら
に
そ
の
六
割
が
記

憶
障
害
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
記
憶

障
害
の
出
現
は
海
馬

に
お
け
るα-Syn

陽

性
神
経
細
胞
質
内
封

入
体
の
数
と
相
関
す

る
こ
と
を
見
出
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
並
行

し
て
、
私
達
は
任
意

の
時
期
に
ヒ
ト
型

α-Syn

を
オ
リ
ゴ
デ

ン
ド
ロ
グ
リ
ア
に
発

現
し
、
記
憶
障
害
や

運
動
症
状
を
呈
す
る
Ｍ
Ｓ
Ａ
モ

デ
ル
マ
ウ
ス
を
樹
立
し
ま
し

た
。
こ
の
Ｍ
Ｓ
Ａ
モ
デ
ル
マ
ウ

ス
と
ヒ
ト
剖
検
脳
を
用
い
て
、

記
憶
障
害
の
成
因
は
異
常

α-Syn

の
中
で
も
毒
性
の
強
い

α-Syn

オ
リ
ゴ
マ
ー
に
よ
る
シ

ナ
プ
ス
の
機
能
障
害
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
次

に
、
細
胞
内
分
解
機
構
の
一
つ

で
あ
る
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
を
活

性
化
さ
せ
る
ト
レ
ハ
ロ
ー
ス
を

Ｍ
Ｓ
Ａ
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
に
経
鼻

投
与
し
、
脳
へ
直
接
送
達
す
る

こ
と
を
試
み
ま
し
た
。
興
味
深

い
こ
と
に
、
ト
レ
ハ
ロ
ー
ス
は

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
活
性
化
と

は
別
の
機
序
で
異
常α-Syn

オ

リ
ゴ
マ
ー
を
線
維
凝
集
へ
と
一

気
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
オ
リ

ゴ
マ
ー
の
暴
露
量
を
減
ら
し
、

記
憶
障
害
を
改
善
さ
せ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
世

界
に
先
駆
け
て
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
認
知

機
能
障
害
の
成
因
を
同
定
す
る

と
と
も
に
、
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
治
療
戦

略
の
基
盤
を
新
た
に
作
る
こ
と

に
成
功
し
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
一
連

の
研
究
は
利
他
の
心
を
持
っ
て

献
体
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く

の
患
者
さ
ん
の
尊
い
遺
志
そ
し

て
ご
家
族
の
ご
理
解
に
よ
り
初

め
て
な
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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医
学
部
学
術
賞
（
奨
励
賞
）

を
受
賞
し
て

奨 励 賞

分
子
病
態
病
理
学
講
座　

助
手　

櫛　

引　

英　

恵

　

こ
の
度
、
栄
誉
あ
る
第
二
十

九
回
弘
前
大
学
医
学
部
学
術
賞

（
奨
励
賞
）
を
受
賞
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
選
考
委
員
会
の

先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
回
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
の
は
「T

ryptophan m
e-

tabolism
 and sm

all fibre 
neuropathy: a correlation 
study

（
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
代

謝
と
小
径
神
経
障
害
の
相
関
研

究
）（Brain Com

m
unications

掲
載
）」
で
す
。

　

バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
分
子
病
態
病
理
学

講
座
で
は
、
糖
尿
病
と
末
梢
神

経
障
害
、
膵
臓
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。
二
年
に
一
回
、

岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
、
電
気
刺
激
に
よ
っ

て
小
径
神
経
機
能
（
痛
覚
閾

値
）
を
非
侵
襲
的
・
客
観
的
に

評
価
す
る
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
（Pain 

threshold of intraepiderm
al 

nerve term
inal

）試
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
当
講

座
の
研
究
で
は
、
血
清
リ
ポ
ポ

リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
結
合
タ
ン
パ

ク
や
腸
内
細
菌
叢
と
痛
覚
閾
値

と
の
相
関
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
研
究
で
は
、
私
が
医
学
部

六
年
生
の
時
に
参
加
し
た
二
〇

一
七
年
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
試
験
、

参
加
者
の
耐
糖
能
異
常
の
有

無
、
臨
床
的
因
子
に
つ
い
て
解

析
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、「
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
日

本
人
一
般
集
団
を
対
象
と
し
、

耐
糖
能
異
常
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
代
謝
経

路
お
よ
び
血
中
ト
リ
プ
ト
フ
ァ

ン
低
値
が
痛
覚
閾
値
の
悪
化
と

有
意
に
相
関
す
る
」
と
い
う
こ

と
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。

　

ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
は
必
須
ア

ミ
ノ
酸
の
一
つ
で

あ
り
、
代
謝
経
路

で
は
神
経
保
護
作

用
、
神
経
毒
性
の

あ
る
代
謝
産
物
が

そ
れ
ぞ
れ
生
じ
ま

す
。
本
研
究
で
は

ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン

が
痛
覚
閾
値
と
相

関
の
あ
る
こ
と
が

判
明
し
、
小
径
神

経
障
害
の
新
し
い

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー

や
治
療
標
的
と
な

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

　

こ
の
度
、「Interferon-

stim
ulated gene 56 positively 

regulates T
oll-like receptor 

3-m
ediated CX

CL10 expres -
sion in hum

an renal proxim
al 

tubular epithelial cells

」
で

第
二
十
九
回
弘
前
大
学
医
学
部

学
術
賞
（
奨
励
賞
）
を
受
賞
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
名
誉
あ
る
賞
に
選
出
し
て
頂

き
、
大
変
光
栄
に
感
じ
て
お
り

ま
す
。
選
考
に
関
わ
っ
た
先
生

方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尿
細
管
で
の
ウ
イ
ル
ス
感
染

は
、
腎
移
植
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
で

医
学
部
学
術
賞
（
奨
励
賞
）

を
受
賞
し
て

奨 励 賞

血
管
・
炎
症
医
学
講
座　

助
手　

立　

崎　

真　

幸

の
ウ
イ
ル
ス
再
活
性
化
な
ど
で

引
き
起
こ
さ
れ
、
臨
床
で
も
し

ば
し
ば
遭
遇
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
尿
細
管
の
抗
ウ
イ

ル
ス
自
然
免
疫
応
答
は
ほ
と
ん

ど
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
腎
臓

の
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
効
果

的
な
治
療
法
は
確
立
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。T

oll

様
受
容
体
３

（T
LR3

）
は
ウ
イ
ル
ス
由
来
の

二
本
鎖
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
認
識
す
る
こ

と
で
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
感
知
し

ま
す
。
そ
れ
に
引
き
続
き
、
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン（
Ｉ
Ｆ
Ｎ
）、

Ｉ
Ｆ
Ｎ
誘
導
遺
伝
子（ISGs

）、

第
２5
回
　
医
学
部
医
学
科
国
際
化
教
育
奨
励
賞

医
学
部
医
学
科
（
国
際
化
教
育

奨
励
賞
）
を
受
賞
し
て

附
属
病
院　

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

講
師　

奈
良
岡　

征　

都

　

こ
の
度
は
、
国
際
化
教
育
奨

励
賞
を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

選
考
に
関
わ
ら
れ
た
皆
様
、
日

頃
よ
り
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い

る
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
賞
の
支
援
に
よ
り
、
循
環

器
内
科
の
對
馬
先
生
と
と
も
に

ハ
ワ
イ
大
学John A

 Burns 
S

ch
o

o
l o

f M
e

d
icin

e

（JA
BSO

M

）
に
て
、Problem

 
Based Learning

（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
救
急
医
と
し
て

日
々
、
研
修
医
や
医
学
生
の
指

導
に
携
わ
る
中
で
、
よ
り
効
果

的
な
教
育
方
法
を
模
索
し
て
い

た
折
、
こ
の
機
会
を
い
た
だ
き

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ハ
ワ
イ
大
学
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
シ
ス

テ
ム
は
、
一
九
八
九
年
の
導
入

以
来
、
全
米
医
学
部
百
二
十
八

校
の
中
で
も
最
も
効
果
的
に
Ｐ

Ｂ
Ｌ
を
活
用
し
て
い
る
学
校
の

一
つ
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
三
つ
の
ス
テ
ー

ジ
で
構
成
さ
れ
、
第
一
ス
テ
ー

医
学
部
医
学
科
（
国
際
化
教
育

奨
励
賞
）
を
受
賞
し
て

循
環
器
腎
臓
内
科
学
講
座　

助
教　

對　

馬　

迪　

子

　

こ
の
度
は
第
二
十
五
回
弘
前

大
学
医
学
部
医
学
科
国
際
化
教

育
奨
励
賞
を
い
た
だ
き
、
二
〇

二
四
年
十
月
十
五
～
十
八
日
ハ

ワ
イ
大
学
（JA

BSO
M

）
で
の

ハ
ワ
イ
式Problem

-Based 
Learning

（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
以
前
に
参
加
し
た
先

輩
方
か
ら
良
い
評
判
を
聞
い
て

い
た
こ
と
、
英
語
に
触
れ
る
良

い
機
会
だ
と
思
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
金
銭
面
の
補
助
を
い
た
だ

い
て
ハ
ワ
イ
に
一
週
間
弱
滞
在

で
き
る
！
と
い
う
不
純
な
動
機

も
多
少
な
り
と
も
あ
り
、
参
加

を
決
め
ま
し
た
。

　

初
日
に
実
際
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
見

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
一
年

生
に
な
っ
て
ま
だ
数
か
月
の
学

生
た
ち
が
「
突
然
の
胸
痛
」
と

い
う
主
訴
か
ら
即
座
に
鑑
別

診
断
を
二
十
個
以
上
挙
げ
、

鑑
別
に
必
要
な
問
診
や
検
査
を

考
え
、
そ
こ
か
ら
〝N

eed to 
know

〟
を
導
き
出
し
、
次
ま

で
に
調
べ
て
く
る
課
題
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
、
と
い
う
一
連

の
プ
ロ
セ
ス
を
ほ
ぼ
自
分
達
だ

け
で
主
体
的
に
進
め
て
い
く
姿

を
見
て
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

一
つ
の
シ
ナ
リ
オ
か
ら
、
臨
床

医
学
に
限
ら
ず
生
理
学
や
生
化

学
、
解
剖
、
病
理
、
薬
理
、
疫

学
、
公
衆
衛
生
な
ど
多
種
多
様

な
角
度
か
ら
課
題
を
抽
出
し
て

い
る
こ
と
に
も
驚
き
ま
し
た
。

二
日
目
以
降
は
シ
ナ
リ
オ
作
り

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
チ
ュ
ー
タ
ー
の

役
割
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ

き
、
最
終
的
に
は
自
分
が
作
っ

た
シ
ナ
リ
オ
で
学
生
に
Ｐ
Ｂ
Ｌ

を
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
楽

ジ
で
は
症
例
提
示
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
第
二
ス
テ
ー
ジ

で
は
個
人
学
習
、
第
三
ス
テ
ー

ジ
で
は
学
習
内
容
の
共
有
と
問

題
解
決
を
ほ
ぼ
学
生
だ
け
で
行

い
ま
す
。
講
師
は
シ
ナ
リ
オ
を

用
意
す
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
聞
き

役
に
徹
し
て
わ
ず
か
に
助
言
す

る
だ
け
で
す
。
学
生
が
自
ら
勉

強
し
な
い
と
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
特
に
講
師
役
の
学
生
は
事

前
準
備
に
約
十
時
間
程
度
を
費

や
す
そ
う
で
す
。

　

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

学
生
た
ち
が Facts

、H
ypoth-

esis

、N
eed to know

、

Learning issue

と
い
う
四
つ

の
観
点
か
ら
症
例
を
体
系
的
に

分
析
し
て
い
く
手
法
で
す
。
救

急
医
療
の
現
場
で
も
、
こ
の
様

な
体
系
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
非

常
に
重
要
で
あ
り
、
今
後
の
研

修
医
教
育
に
も
活
か
せ
る
と
確

信
し
ま
し
た
。
模
擬
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に

て
学
生
同
士
がdiscussion

し

つ
つ
山
の
よ
う
な
鑑
別
疾
患
を

提
示
し
、N

eed to know

で

絞
り
込
ん
で
行
き
ま
す
。
日
本

の
研
修
医
よ
り
多
い
く
ら
い
の

鑑
別
を
提
示
で
き
て
い
た
た

め
、
て
っ
き
り
最
終
学
年
か
と

思
っ
て
訊
い
た
と
こ
ろ
、
ま
だ

入
学
し
て
三
ヶ
月
目
の
新
入
生

で
し
た
…
な
ん
な
の
だ
こ
れ
は
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
実
際
の

Ｐ
Ｂ
Ｌ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
て

チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
知
識
を
一
方
的

に
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
学

生
が
自
ら
考
え
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
与
え
る
こ
と
の
重
要
性
を

学
び
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
、

救
急
現
場
で
の
若
手
医
師
指
導

に
も
直
接
活
か
せ
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

研
修
で
一
緒
だ
っ
た
神
戸
大

学
の
先
生
に
よ
る
と
、
神
戸
大

学
で
は
四
年
次
に
こ
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ

ス
タ
イ
ル
の
講
義
・
実
習
を
週

一
日
・
一
年
間
盛
り
込
ん
で
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
や
れ
ば

で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
は
、
こ
の
経
験
を
活
か

し
、
救
急
医
療
に
お
け
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様

に
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
回
の
経
験
を
、

弘
前
大
学
の
医
学
教
育
の

発
展
に
還
元
で
き
る
よ

う
、努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Kasuya 教授と
黒のハワイアンレイは「叡智」

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
奨
励
賞
受
賞
に
あ
た

り
、
御
指
導
く
だ
さ
っ
た
水
上

浩
哉
先
生
、
講
座
の
先
生
方
・

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
共
同
研
究

者
の
三
上
達
也
先
生
、
松
原
篤

先
生
、
和
田
簡
一
郎
先
生
、
石

橋
恭
之
先
生
、
袴
田
健
一
先

生
、
中
路
重
之
先
生
、
岩
木
健

康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
全
て
の

方
々
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
・
ケ
モ

カ
イ
ン
が
発
現
し
、
ウ
イ
ル
ス

防
御
に
働
き
ま
す
。

　

本
研
究
で
は
、ISGs

の
一

つ
で
あ
るISG56

が
、
培
養
ヒ

ト
腎
近
位
尿
細
管
上
皮
細
胞
に

お
け
るT

LR3

シ
グ
ナ
ル
下
流

の
ケ
モ
カ
イ
ンCX

CL10

発
現

へ
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す

の
か
を
検
討
し
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、
腎
近
位
尿
細
管
上
皮

細
胞
に
お
い
て
、

ISG56

は
ウ
イ
ル

ス
の
増
殖
抑
制
作

用
を
持
つ
と
同
時

に
、C

X
C

L10

の

発
現
を
正
に
制
御

す
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
知
見

は
、ISG

56

が
尿

細
管
に
お
け
る
抗

ウ
イ
ル
ス
自
然
免

疫
応
答
と
炎
症
反

応
を
増
強
さ
せ
る

こ
と
を
示
唆
し
て

お
り
、
腎
臓
に
お
け
る
抗
ウ
イ

ル
ス
自
然
免
疫
応
答
の
詳
細
解

明
へ
の
基
盤
と
な
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し

て
、
今
後
も
自
然
免
疫
応
答
の

研
究
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
研

究
の
御
指
導
御
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
す
べ
て
の
方
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。



医学部ウォーカー第 112 号 令和 7年 3月 19 日

い
う
こ
と
も
教
え
て
い
た
だ
い

た
の
で
、
今
回
の
経
験
を
弘
前

大
学
の
学
生
に
も
還
元
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

医
学
部
附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

（
診
療
技
術
賞
）
を
受
賞
し
て

附
属
病
院
／
周
産
母
子
セ
ン
タ
ー　

准
教
授　

福　

原　

理　

恵

診療技術賞
第
２6
回
　
医
学
部
附
属
病
院
診
療
奨
励
賞

　

こ
の
度
、「
小
児
・
Ａ
Ｙ
Ａ

世
代
が
ん
患
者
に
対
す
る
が
ん

生
殖
相
談
外
来
の
設
立
と
包
括

的
サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
、
診
療
奨
励
賞
（
診
療

技
術
賞
）
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
選
考
に
あ
た
っ
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
、
な
ら
び
に

関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
児
お
よ
び
Ａ
Ｙ
Ａ
（
思
春

期
・
若
年
成
人
）
世
代
の
が
ん

患
者
さ
ん
は
、
が
ん
治
療
に

よ
っ
て
生
殖
機
能
が
損
な
わ
れ

る
リ
ス
ク
が
高
く
、
将
来
的
に

妊
娠
や
出
産
が
難
し
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

近
年
の
生
殖
医
療
の
進
歩
に
よ

り
、
が
ん
治
療
前
に
妊
孕
性
を

温
存
す
る
「
が
ん
生
殖
医
療
」

が
可
能
と
な
り
、
そ
の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
ば
か

り
の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
妊

孕
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は

身
体
的
・
精
神
的
に
大
き
な
負

担
と
な
る
た
め
、
適
切
な
情
報

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る

様
子
を
見
て
一
安
心
は
し
ま
し

た
が
、
学
生
の
想
像
力
や
学
習

意
欲
を
も
っ
と
か
き
た
て
ら
れ

る
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
を
作
れ
た

ら
と
思
い
ま
し
た
。

　

D
r. K

asuya

は
じ

め
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

や
学
生
さ
ん
、
送
迎

バ
ス
の
運
転
手
さ
ん

ま
で
皆
さ
ん
と
て
も

フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
温

か
く
迎
え
て
い
た
だ

き
、
終
始
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
か
ら
一
緒
に
参

加
し
た
奈
良
岡
先
生

や
他
大
学
の
先
生
方

と
も
交
流
で
き
、
多

く
の
刺
激
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ

の
手
法
は
臨
床
実
習

で
回
っ
て
く
る
学
生

に
も
応
用
で
き
る
と

提
供
と
支
援
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
当

院
で
は
二
〇
二
一
年
に
「
が
ん

生
殖
相
談
外
来
」
を
開
設
し
ま

し
た
。
青
森
県
内
で
妊
孕
性
温

存
療
法
に
対
応
で
き
る
施
設
は

当
院
の
み
で
あ
り
、
県
内
の
が

ん
拠
点
病
院
と
連
携
し
な
が

ら
、
多
く
の
患
者
さ
ん
の
妊
孕

性
温
存
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

本
外
来
の
開
設
に
よ
り
、
が
ん

治
療
医
と
の
連
携
が
強
化
さ

れ
、
紹
介
受
診
の
迅
速
化
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
が
ん
治
療
を
な
る
べ
く
遅

ら
せ
る
こ
と
な
く
、
患
者
さ
ん

に
最
適
な
治
療
を
提
供
で
き
る

体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
、
精
子
凍
結
、
受

精
卵
凍
結
、
卵
子
凍
結
、
卵
巣

組
織
凍
結
と
、
現
時
点
で
選
択

可
能
な
す
べ
て
の
妊
孕
性
温
存

療
法
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
妊
孕
性
を
温
存
し
な
い
場

合
や
温
存
後
の
生
殖
補
助
医
療

に
関
す
る
情
報
提
供
、
公
的
助

成
制
度
の
案
内
な
ど
も
多
職
種

で
連
携
し
な
が
ら
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
遠
方
の

患
者
さ
ん
に
は
、

が
ん
相
談
支
援
員

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
、
各
が

ん
治
療
施
設
の
相

談
支
援
員
と
も
連

携
を
図
る
こ
と

で
、
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
が
最
適
な

意
思
決
定
を
行
え

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
当

院
で
は
、
が
ん
生

殖
医
療
が
国
内
で

注
目
さ
れ
る
以
前

か
ら
、
小
児
・
Ａ

Ｙ
Ａ
世
代
の
妊
孕

性
温
存
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
男
性
が
ん
患

者
さ
ん
の
精
子
凍

結
保
存
は
二
十
年
以
上
前
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
豊
富
な
実
績

が
あ
り
ま
す
。
二
〇
二
一
年
の

が
ん
生
殖
相
談
外
来
の
開
設
以

降
、
造
血
器
腫
瘍
、
乳
が
ん
、

精
巣
腫
瘍
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
患
者
さ
ん
の
妊
孕
性
温
存

を
支
援
し
、
そ
の
実
施
率
は
約

八
〇
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
妊
孕
性
温
存
後
に
生
殖
補

助
医
療
を
経
て
妊
娠
・
出
産
に

至
っ
た
患
者
さ
ん
も
増
加
し
て

お
り
、
が
ん
治
療
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

向
上
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
小
児
・
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代

の
が
ん
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が

ケ
ア
マ
フ
の
取
り
組
み
が

認
め
ら
れ
た
喜
び

附
属
病
院
／
看
護
部
（
東
－
８
）

副
看
護
師
長　

葛　

西　

愛　

子

心のふれあい賞
　

こ
の
「
愛
情
あ
ふ
れ
る
ケ
ア

マ
フ
で
、
患
者
に
安
全
・
安
楽

を
与
え
る
取
り
組
み
」
が
評
価

さ
れ
、
診
療
奨
励
賞
（
心
の
ふ

れ
あ
い
賞
）
を
受
賞
で
き
ま
し

た
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

沢
山
の
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ケ
ア
マ
フ
は
、
ニ
ッ
ト
で
作

ら
れ
た
筒
状
の
編
み
物
で
、
手

を
温
め
る
物
で
す
。
認
知
症
ケ

ア
の
た
め
に
、
附
属
品
と
し
て

編
み
ぐ
る
み
や
モ
チ
ー
フ
が
付

き
、
使
用
者
の
好
み
に
合
わ
せ

た
モ
チ
ー
フ
の
物
を
選
ん
で
使

用
し
ま
す
。

　

私
が
こ
の
取
り
組
み
を
始
め

た
理
由
は
、
認
知
症
患
者
さ
ん

が
日
々
感
じ
る
不
安
や
混
乱
を

少
し
で
も
和
ら
げ
、
安
心
し
て

過
ご
せ
る
環
境
を
提
供
し
た
い

と
い
う
強
い
思
い
か
ら
で
し

た
。
ケ
ア
マ
フ
は
、
た
だ
の
暖

か
さ
を
提
供
す
る
だ
け
で
な

く
、
触
れ
て
も
ら
い
、
ケ
ア
マ

フ
を
通
し
て
会
話
や
関
わ
り
を

持
つ
こ
と
で
安
心
感
を
与
え
る

物
で
す
。
そ
の
効
果
を
目
の
当

た
り
に
す
る
度
に
、
私
た
ち
の

取
り
組
み
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
で

あ
る
か
を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

学
会
で
紹
介
さ
れ
た
ケ
ア
マ

フ
を
当
院
で
も
使
い
た
い
気
持

ち
を
母
に
相
談
す
る
と
、
母
は

編
み
物
が
苦
手
な
私
に
代
わ
っ

て
一
緒
に
学
び
・
工
夫
し
、
ケ

ア
マ
フ
を
作
成
し
て
く
れ
ま
し

た
。
母
に
患
者
さ
ん
の
反
応
を

伝
え
る
と
喜
ん
で
次
の
作
品
の

作
成
に
取
り
掛
か
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
母

の
編
む
時
間
と
な

り
に
い
つ
も
父
が

い
て
、
褒
め
た
り

家
事
を
手
伝
っ
て

く
れ
た
り
心
の
支

え
を
し
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん

な
温
か
い
気
持
ち

の
こ
も
っ
た
ケ
ア

マ
フ
は
昨
年
二
十

五
個
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み

が
実
を
結
ん
だ
の

は
、
皆
さ
ま
の
ご

支
援
と
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
。
私

た
ち
の
病
院
の
ス

タ
ッ
フ
一
同
が
、

一
丸
と
な
っ
て
患
者
様
の
た
め

に
身
体
拘
束
軽
減
に
尽
力
し
た

結
果
、
こ
の
よ
う
な
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
、
日
々
患
者
様
と
向
き
合

い
、
愛
情
を
持
っ
て
認
知
症
ケ

ア
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
て

い
る
看
護
師
の
皆
さ
ん
に
、
感

謝
を
伝
え
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
は
、
患
者
様

と
そ
の
ご
家
族
の
た
め
に
、
さ

ら
な
る
安
心
と
安
楽
を
提
供
で

き
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
の
受
賞
を
機
に
、

よ
り
一
層
の
励
み
と
な
る
よ

う
、
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る

べ
く
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第９回第９回
弘前大学大学院医学研究科弘前大学大学院医学研究科

病院助手　病院助手　小山新太郎小山新太郎
（附属病院　呼吸器内科）（附属病院　呼吸器内科）

　医学研究科では、各講座で研究されている40歳未満の若手
研究者に、現在取り組んでいる研究内容や、研究を志したこ
れまでの経験を自ら紹介いただくことで、他の若手研究者や学
部学生の研究に対する意欲を養うことに加え、紹介した若手
研究者自身のモチベーションを向上させることを目的として、
「研究者紹介動画」を作成・公開する取り組みを始めました。

　第９回目は附属病院／呼吸器内科　感染症科　病院助手　小
山新太郎先生。
　「リアルワールドデータを用いて肺がんの動態や治療に新た
な知見を」についてご紹介します。

医学研究科ホームページで
公開中！

紹介動画はこちら　↓

若手研究
者紹介動画若手研究
者紹介動画

希
望
を
も
っ
て
未
来
を
選
択
で

き
る
よ
う
、
多
職
種
が
連
携
し

な
が
ら
、
さ
ら
に
充
実
し
た
支

援
を
図
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
最
後
に
、
こ
れ
ま

で
本
外
来
の
活
動
に
関
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま

に
、
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。  

今
後
と
も
、
引

き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
賞
を

受
賞
し
て

附
属
病
院
／
看
護
部　

脳
卒
中
集
中
治
療
室

副
看
護
師
長　

福　

岡　

幸　

子

心のふれあい賞
　

こ
の
度
、
診
療
奨
励
賞
：
こ

こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
賞
を
Ｓ
Ｃ

Ｕ
・
二
病
棟
６
階
で
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
タ
イ
ト

ル
は
「
言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え

ろ
！
タ
イ
帰
国
ま
で
の
二
十
三

日
間
の
軌
跡
」
で
す
。

　

今
回
、
私
た
ち
は
タ
イ
か
ら

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
方

が
く
も
膜
下
出
血
を
発
症
し
た

事
例
を
経
験
し
ま
し
た
。
患
者

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

第
43
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

助
成
金
A
を
受
賞
し
て

社
会
医
学
講
座　

教
授　

井　

原　

一　

成

助成金Ａ
　

こ
の
度
、
私
が
申
請
し
ま
し

た
課
題
「
腸
内
細
菌
の
代
謝
活

動
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
メ
チ
ル
化
率
と
う

つ
・
ア
パ
シ
ー
の
関
係
」
が
、

第
四
十
三
回
唐
牛
記
念
医
学
研

究
基
金
助
成
金
を
受
賞
し
ま
し

た
。
伝
統
あ
る
本
基
金
の
受
賞

を
た
い
へ
ん
光
栄
に
思
い
ま
す

と
と
も
に
、
本
課
題
を
選
ん
で

く
だ
さ
っ
た
審
査
委
員
の
皆
様

に
深
謝
致
し
ま
す
。
一
月
十
七

日
に
行
わ
れ
た
授
賞
式
で
上
野

伸
哉
副
学
科
長
か
ら
助
成
金
目

録
を
受
け
取
っ
た
際
に
は
、
幸

甚
と
重
い
責
任
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
の
申
請
課
題
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
メ
チ
ル
化
率
を
測
定
す
る
エ

ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
疫
学
で

す
。
ご
存
知
の
よ
う
に

エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク

ス
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基

配
列
の
変
化
に
よ
ら
ず

に
遺
伝
子
発
現
を
制
御

す
る
仕
組
み
を
研
究
す

る
学
問
で
す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
塩
基
配
列
の
変
化
に

注
目
す
る
分
子
疫
学
が

こ
の
二
十
年
流
行
し
ま

し
た
が
、
塩
基
配
列
は

修
正
で
き
な
い
個
人
特

性
な
の
で
、
予
防
に
結

び
つ
け
に
く
い
き
ら
い

が
あ
り
ま
し
た
。
他

方
、
メ
チ
ル
化
率
は
、
環
境
に

よ
り
可
塑
的
に
変
化
す
る
た
め

予
防
医
学
に
有
用
で
す
。
健
康

へ
の
環
境
影
響
の
研
究
は
社
会

医
学
・
公
衆
衛
生
学
の
重
要

テ
ー
マ
で
す
。
本
研
究
の
環
境

で
あ
る
腸
内
細
菌
は
、
体
内
に

あ
る
一
番
身
近
な
環
境
で
あ
る

と
と
も
に
、
食
習
慣
を
反
映
し

て
各
細
菌
が
増
減
す
る
の
で
予

防
に
向
け
た
介
入
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

今
回
の
腸
内
細
菌
を
掲
げ
て

の
課
題
申
請
は
、
社
会
医
学
講

座
の
大
学
院
生
や
教
員
の
研
究

に
刺
激
を
受
け
て
の
こ
と
で

す
。
こ
の
六
年
、
岩
木
健
診
の

腸
内
細
菌
デ
ー
タ
を
使
い
研
究

に
取
り
組
ん
だ
彼
ら
に
感
謝
し

ま
す
。
岩
木
健
診
は
、
世
界
有

数
の
腸
内
細
菌
デ
ー
タ
を
収
集

し
て
い
ま
す
。
同
健
診
を
開
始

し
腸
内
細
菌
デ
ー
タ
の
収
集
を

リ
ー
ド
さ
れ
た
中
路
重
之
先
生

と
、
そ
れ
を
継
承
・
発
展
さ
せ

て
下
さ
っ
て
い
るCO

I-N
EX

T

の
先
生
方
・
関
係
の
皆
様
に
こ

の
場
を
借
り
て
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

授
賞
式
で
は
福
田
眞
作
学
長

か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
基
金
が
旧
み
ち

の
く
銀
行
か
ら
の
奨
学
寄
附
金

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
こ
と
や
、

寄
付
の
原
資
が
同
銀
行
の
元
頭

取
の
唐
牛
敏
世
氏
の
ご
厚
志
に

あ
る
こ
と
を
ご
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。
授
賞
式
に
は
、
青
森

み
ち
の
く
銀
行
（
旧
み
ち
の
く

銀
行
）
の
方
々
も
お
越
し
い
た

だ
き
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

同
行
と
唐
牛
氏
の
医
学
発
展
と

青
森
県
民
の
健
康
へ
の
思
い
を

心
に
刻
み
、
講
座
の
教
員
・
院

生
達
と
研
究
課
題
を
遂
行
致
し

ま
す
。

第
43
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ｂ
）
を
受
賞
し
て

附
属
病
院
／
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー　

助
教　

鶴　

田　
　
　

覚

助成金Ｂ
　

こ
の
度
は
伝
統
あ
る
第
四
十

三
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

よ
り
助
成
い
た
だ
け
る
こ
と
大

変
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

故
唐
牛
敏
世
氏
、
株
式
会
社
青

森
み
ち
の
く
銀
行
様
の
ご
支
援

に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
並
び
に
、
医
学
研
究
科
研

究
推
進
委
員
会
の
選
考
委
員
の

皆
様
、
式
典
開
催
の
関
係
者
の

皆
様
に
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

こ
の
度
、
助
成
を
頂
き
ま
し

た
研
究
課
題
は
『
膵
臓
癌
・
胆

道
癌
オ
ル
ガ
ノ
イ
ド
モ
デ
ル
を

用
い
た
癌
進
展
機
構
理
解
と
新

規
治
療
開
発
』
で
す
。
本
研
究

は
私
が
二
〇
一
八-

二
〇
一
九

年
に
出
向
し
て
お
り
ま
し
た
国

立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
研

究
所 

再
生
医
療
セ
ン
タ
ー
に

て
研
究
し
て
お
り
ま
し
た
オ
ル

ガ
ノ
イ
ド
（
三
次
元
培
養
組

織
）
技
術
が
研
究
基
盤
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
オ
ル
ガ
ノ
イ
ド

技
術
は
が
ん
研
究
へ
の
応
用
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、
本
学
で
も

研
究
倫
理
申
請
承
認
下
に
患
者

腫
瘍
検
体
か
ら
の
が
ん
オ
ル
ガ

ノ
イ
ド
創
出
が
可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
こ
れ
ま
で
研
究
を

進
め
て
お
り
ま
し
た
。
難
治
性

悪
性
腫
瘍
で
あ
る
膵
臓
癌
・
胆

道
癌
に
対
す
る
治
療
戦
略
に
お

い
て
、
治
療
成
績
の
向
上
に
は

外
科
的
切
除
妥
当
性
の
生
物
学

的
評
価
と
集
学
的
治
療
導
入
・

効
果
判
定
の
指
標
と
な
る
新
規

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
や
新
規
治
療

の
開
発
が
望
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
本
研
究
で
は
、
実
臨
床
で

の
膵
臓
癌
・
胆
道
癌
の
病
勢
を

反
映
す
る
生
物
学
的
因
子
解
明

と
癌
治
療
法
開
発
に
つ
な
が
る

癌
微
小
環
境
の
実
態
解
明
を
目

的
と
し
て
、
患
者
特
異
的
癌
細

胞
を
生
体
内
に
近
い
環
境
でin 

vitro

で
再
現
し
そ
の
進
展
に

影
響
す
る
と
さ
れ
る
癌
微
小
環

境
構
成
要
素
を
追
加
し
再
構
成

し
た
新
規
バ
イ
オ
モ
デ
ル
を
開

発
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。
画
期
的
な
オ
ル
ガ
ノ

イ
ド
培
養
技
術
を
基
盤
と
し
て

膵
臓
癌
・
胆
道
癌
オ
ル
ガ
ノ
イ

ド
へ
癌
微
小
環
境
構
成
要
素
で

あ
る
ヒ
ト
線
維
芽
細
胞
（
膵
星

細
胞
）・
神
経
細
胞
を
統
合
し

第
４3
回
　
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

第
43
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

助
成
金
A
を
受
賞
し
て

内
分
泌
代
謝
内
科
学
講
座　

教
授　

藤　

田　

征　

弘

助成金Ａ
　

こ
の
た
び
は
、
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基

金
を
拝
受
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が

で
き
、
選
考
委
員
の
先
生
、
関

係
者
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
基
金
を

創
設
さ
れ
た
唐
牛
敏
世
氏
の
医

学
研
究
へ
の
思
い
を
拝
聴
し
、

さ
ら
に
弘
前
大
学
に
就
任
し
て

時
を
経
ず
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
て
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　

青
森
県
は
他
の
都
道
府
県
に

比
べ
平
均
寿
命
が
短
い
「
短
命

県
」
で
あ
り
、
糖
尿
病
患
者
の

人
口
あ
た
り
の
割
合
が
全
国
平

均
よ
り
か
な
り
高
い
た
め
、
糖

尿
病
の
克
服
が
「
短
命
県
」
返

上
へ
の
糸
口
と
考
え
ら
れ
ま

家
族
と
も
に
日
本
語
の
理
解
が

困
難
で
あ
り
、
片
麻
痺
や
嚥
下

障
害
の
他
、
意
識
障
害
や
構
音

障
害
に
よ
り
自
動
翻
訳
機
が
活

用
で
き
な
い
中
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
模
索
し
つ

つ
意
向
の
把
握
や
症
状
へ
の
早

期
対
応
に
努
め
、
患
者
家
族
が

希
望
す
る
最
短
入
院
日
数
で
タ

イ
へ
の
帰
国
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
た
事
例
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
し

て
Ｓ
Ｃ
Ｕ
で
は
①
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
確
立
②
意

識
レ
ベ
ル
や
神
経
所
見
の
観
察

③
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
ザ
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
用
い
た
症
状
や
苦
痛

の
把
握
④
Ｉ
Ｃ
時
の
友
人
立
ち

合
い
の
調
整
⑤
患
者
や
妻
の
意

向
の
把
握
と
尊
重
⑥
面
会
や
転

院
・
帰
国
の
調
整
を
行
い
、
二

病
棟
６
階
で
は
①
患
者
家
族
の

精
神
的
安
寧
の
維
持
②
転
院
・

帰
国
調
整
の
継
続
に
努
め
、
看

護
師
長
は
①
安
全
保
障
輸
出
管

理
の
申
請
②
デ
ジ
タ
ル
環
境
の

調
整
等
を
行
い
、
各
病
期
と
も

に
シ
ー
ム
レ
ス
か
つ
多
職
種
協

働
で
介
入
し
た
こ
と
が
本
事
例

を
成
功
に
導
い
た
要
因
だ
と
考

え
ま
す
。

　

い
つ
も
我
々
が
提
供
す
る
看

護
に
ご
理
解
・
ご

協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
斉
藤
教
授

を
は
じ
め
脳
神
経

外
科
の
先
生
方
、

患
者
家
族
は
も
と

よ
り
看
護
師
の
希

望
や
要
望
に
も
応

え
て
く
だ
さ
っ
た

リ
ハ
ビ
リ
セ
ラ
ピ

ス
ト
の
方
々
、
書

類
や
手
続
き
関
連

を
担
っ
て
い
た
だ

い
た
事
務
の
方
々

の
存
在
も
非
常
に

心
強
い
も
の
で
し

た
。
そ
し
て
今
回

は
保
健
学
科
の
冨

澤
先
生
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
皆
様
に
改
め

て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

看
護
は
「
こ
れ
が
正
解
」
と

言
い
切
る
こ
と
が
難
し
い
分
野

で
す
が
、
受
賞
に
よ
り
提
供
し

た
看
護
の
答
え
合
わ
せ
を
し
て

い
た
だ
い
た
よ
う
に
も
感
じ
ま

す
。

　

い
た
だ
い
た
賞
を
糧
に
日
々

の
看
護
に
邁
進
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
増
え
る
で
あ
ろ
う

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
方
が
入
院
さ

れ
た
際
に
は
、
本
事
例
と
同
様

に
多
職
種
協
働
で
患
者
家
族
に

寄
り
添
っ
た
看
護
の
提
供
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
。
糖
尿
病
は
慢
性
高
血
糖
を

主
徴
と
し
ま
す
が
、
病
態
と
し

て
膵
臓
の
β
細
胞
か
ら
分
泌
さ

れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
不
全

が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
で
は
そ
の
他
に
も
膵
臓
の
α

細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
る
グ
ル
カ

ゴ
ン
や
小
腸
か
ら
分
泌
さ
れ
る

GIP

、GLP-1

と
い
っ
た
イ
ン

ク
レ
チ
ン
の
作
用
不
全
な
ど
の

関
わ
り
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
「
グ
ル
カ
ゴ
ン
と
グ

ル
カ
ゴ
ン
関
連
ペ
プ
チ
ド
の
探

索
か
ら
糖
尿
病
の
病
態
を
再
考

す
る
」
と
い
う
研
究
課
題
で
基

金
を
獲
得
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
グ
ル
カ
ゴ
ン
関
連
ペ
プ

チ
ド
は
、
プ
ロ
グ
ル
カ
ゴ
ン
遺

伝
子
か
ら
共
通
の
前
駆
体
で
あ

る
プ
ロ
グ
ル
カ
ゴ
ン
が
転
写
・

翻
訳
さ
れ
臓
器
特
異
的
に
、
膵

臓
で
は
グ
ル
カ
ゴ
ン
が
生
成
さ

れ
、
消
化
管
で
はGLP-1

や
グ

リ
セ
ン
チ
ン
、
オ
キ
シ
ン
ト
モ

ジ
ュ
リ
ン
（
Ｏ
Ｘ
Ｍ
）
が
産
生

さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
二
つ

の
課
題
：
課
題
①
Ｏ
Ｘ
Ｍ
と
グ

ル
カ
ゴ
ン
、GLP-1

の
生
理
的

差
異
を
明
ら
か
に
す
る
；
課
題

②
「
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
健
診
」
デ
ー
タ
か
ら
、
グ

ル
カ
ゴ
ン
、GLP-1

が
臨
床

マ
ー
カ
ー
と
ど
の
よ
う
に
関
連

す
る
か
；
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
本
研
究
を
通
し
て
得
ら

れ
た
新
た
な
知
見
や
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
、
糖
尿
病
に
お
け
る

Break through

を
も
た
ら
し
、

新
し
い
治
療
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
、
さ
ら
に
検
診
参

加
者
コ
ホ
ー
ト
の
デ
ー
タ
を
用

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
果
を

糖
尿
病
患
者
に
直
接
的
に
還
元

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

是
非
本
研
究
を
通
じ
て
、
青
森

県
の
健
康
増
進
へ
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）



医学部ウォーカー第 112 号 令和 7年 3月 19 日

（
次
ペ
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ジ
へ
続
く
）

た
新
規
のin vitro

モ

デ
ル
を
構
築
し
、
樹
立

し
た
癌
オ
ル
ガ
ノ
イ
ド

が
も
つ
情
報
と
癌
微
小

環
境
導
入
に
よ
り
も
た

ら
さ
れ
る
組
織
学
的
・

分
子
生
物
学
的
変
化
を

検
証
し
新
規
バ
イ
オ

マ
ー
カ
ー
・
治
療
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
発
見
へ
展
開

し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

授
賞
式
で
は
故
唐
牛

氏
と
本
学
と
の
関
連
を

知
り
、
感
動
し
熱
い
想
い
が
自

然
と
込
み
上
げ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
度
の
受
賞
を
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
、
本
学
の
特
徴

を
生
か
し
た
研
究
を
模
索
し
な

が
ら
世
界
へ
発
信
で
き
る
臨
床

お
よ
び
研
究
を
継
続
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
ご

協
力
の
ほ
ど
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

第
４3
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ｂ
）
を
受
賞
し
て

附
属
病
院
／
集
中
治
療
部　

助
教　

木　

下　

裕　

貴

助成金Ｂ
　

こ
の
度
は
第
四
十
三
回
唐
牛

記
念
医
学
研
究
基
金
助
成
金

（
助
成
金
Ｂ
）
を
賜
り
、
大
変

光
栄
に
思
い
ま
す
。
故 

唐
牛

敏
世
氏
、
青
森
み
ち
の
く
銀
行

様
、
そ
し
て
医
学
研
究
科
選
考

委
員
の
先
生
方
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
助
成
を
頂
き
ま

し
た
研
究
課
題
は
「
周

術
期
睡
眠
活
動
に
基
づ

い
た
術
後
せ
ん
妄
予
防

の
た
め
の
バ
ー
チ
ャ

ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
プ

レ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
効
果
検
証
」
で
す
。

術
後
せ
ん
妄
は
手
術
を

き
っ
か
け
に
起
こ
る
急

性
の
意
識
、
注
意
、
知

覚
の
障
害
で
、
術
後
の

認
知
機
能
、
院
内
滞
在

日
数
の
延
長
、
医
療
費

の
増
大
と
関
連
す
る
た
め
高
齢

化
の
進
む
本
邦
で
は
喫
緊
の
課

題
で
す
。

　

確
定
的
な
発
症
機
序
や
治
療

薬
が
存
在
せ
ず
、
現
状
で
は
事

前
の
リ
ス
ク
評
価
や
多
職
種
連

携
に
よ
る
非
薬
理
学
的
介
入
に

よ
り
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
が

重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
睡
眠

と
術
後
せ
ん
妄
・
認
知
症
の
関

連
は
か
ね
て
よ
り
提
唱
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
ヒ
ト
に
お
け
る

周
術
期
の
睡
眠
脳
波
の
研
究
は

少
な
く
、
麻
酔
科
学
講
座
で
は

整
形
外
科
学
講
座
と
共
同
で
脊

椎
手
術
患
者
に
お
け
る
周
術
期

の
睡
眠
脳
波
の
測
定
・
解
析
を

し
て
き
ま
し
た
。
本
課
題
で
は

そ
の
発
展
と
し
て
、
バ
ー
チ
ャ

ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
（
Ｖ
Ｒ
）

を
用
い
た
プ
レ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
周
術
期
の
睡
眠
や
術

後
せ
ん
妄
へ
与
え
る
影
響
を
検

討
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

当
講
座
に
お
け
る
Ｖ
Ｒ
プ
レ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
東
京
工
業
大
学
と
共
同
で

開
発
し
、
既
に
複
数
の
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
仮
想
空
間
の
中
で
ジ
ョ

ギ
ン
グ
・
ボ
ー
ト
漕
ぎ
な
ど
椅

子
に
座
り
な
が
ら
行
う
た
め
、

疼
痛
や
循
環
器
・
呼
吸
器
疾
患

に
よ
り
通
常
の
運
動
療
法
が
制

限
さ
れ
る
高
齢
患
者
に
お
い
て

も
実
施
が
可
能
で
す
。
Ｖ
Ｒ
プ

レ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
術
後

せ
ん
妄
の
関
連
に
つ
い
て
周
術

期
の
睡
眠
脳
波
解
析
を
用
い
て

評
価
し
て
い
る
研
究
は
こ
れ
ま

で
に
な
い
た
め
、
術
後
せ
ん

妄
・
術
後
認
知
症
の
新
た
な
予

防
手
段
と
し
て
発
展
し
て
い
く

よ
う
研
究
に
励
ん
で
い
く
所
存

で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
頃

よ
り
研
究
支
援
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
麻
酔
科
学
講
座
の

先
生
方
、
整
形
外
科
学
講
座
の

先
生
方
を
は
じ
め
多
く
の
先
生

方
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
唐
牛
記
念
医
学
研

究
基
金
の
助
成
を
頂
く
こ
と
に

な
り
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
青
森
み
ち
の
く
銀
行
の
関

係
者
の
皆
様
、
選
考
委
員
の
先

生
方
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
助
成
の
対
象
と
な
っ
た

研
究
課
題
は
「
創
傷
治
癒
過
程

の
完
全
解
明
を
目
指
し
て
～

BP230

の
皮
膚
創
傷
治
癒
に
お

け
る
役
割
～
」
で
す
。
皮
膚
は

表
皮
と
真
皮
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
表
皮-

真
皮
間
は
ヘ
ミ
デ

ス
モ
ゾ
ー
ム
と
い
う
強
固
な
接

着
構
造
で
結
合
し
て
い
ま
す
。

BP230

（BPA
G1

と
も
呼
ば
れ

る
）
と
は
、
ヘ
ミ
デ
ス
モ
ゾ
ー

ム
を
構
成
す
る
細
胞
内
タ
ン
パ

ク
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
単
純
型

第
43
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

（
助
成
金
Ｂ
）
を
受
賞
し
て

附
属
病
院
／
皮
膚
科　

病
院
助
手　

木　

村　

温　

子

助成金Ｂ

表
皮
水
疱
症
（
Ｅ
Ｂ
Ｓ
）
の
標

的
タ
ン
パ
ク
の
ひ
と
つ
で
も
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
皮
膚
科
学
講

座
で
は
、
こ
れ
ま
で
皮
膚
に
お

け
るBP230

の
役
割
に
注
目
し

て
様
々
な
研
究
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
当
講
座
の

研
究
の
中
で
、
皮
膚
に
特
異
的

にBP230

を
コ
ー
ド
す
る
遺
伝

子
を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
た
コ
ン

デ
ィ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ノ
ッ
ク
ア
ウ

ト
マ
ウ
ス
の
作
製
に
成
功
し
て

お
り
、
こ
の
長
期
生
存
可
能
な

BP230

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス

を
用
い
た
研
究
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。BPA

G1e

の
ホ
モ
接

合
型
変
異
に
起
因
す
る
Ｅ
Ｂ
Ｓ

患
者
由
来
の
表
皮
角
化
細
胞

（
ケ
ラ
チ
ノ
サ
イ
ト
）
は
遊
走

能
が
高
い
と
い
う
研
究
成
果
が

報
告
さ
れ
て
お
り
、

BP230

が
皮
膚
の
創
傷

治
癒
に
お
い
て
何
ら
か

の
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
仮
説
を
立

て
、
今
回
の
研
究
の
着

想
に
至
り
ま
し
た
。
本

研
究
で
は
、
先
述
し
た

コ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス

を
用
い
てBP230

の
発

現
の
有
無
に
よ
っ
て
創

傷
後
の
皮
膚
再
構
築
過

程
に
お
け
る
創
傷
部
へ

の
ケ
ラ
チ
ノ
サ
イ
ト
の
遊
走
に

違
い
が
生
じ
る
か
ど
う
か
や
、

創
傷
後
再
構
築
さ
れ
た
皮
膚
に

組
織
学
的
違
い
が
あ
る
か
ど
う

か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み

て
い
ま
す
。
本
研
究
で
、
皮
膚

の
創
傷
治
癒
過
程
に
お
け
る
新

た
な
発
見
や
、
難
治
性
皮
膚
潰

瘍
の
新
規
治
療
法
の
一
助
と
な

る
よ
う
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
弘
前
大
学
は
、
昨
年
二
十
周

年
を
迎
え
た
岩
木
健
康
増
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
核
と
し
て
、
こ

れ
ま
でC

O
I

、C
O
I-N
EX
T

に

採
択
さ
れ
て
き
た
が
、
先
日
、

文
部
科
学
省
の
「
地
域
中
核
・

特
色
あ
る
研
究
大
学
促
進
事
業

（J-P
EA
K
S

）」
に
見
事
採
択

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、「
国
際
卓

越
研
究
大
学
」
に
準
じ
る
位
置

づ
け
で
あ
り
、
採
択
さ
れ
る
か

ど
う
か
は
今
後
の
大
学
の
生
き

残
り
競
争
と
い
う
意
味
合
い
を

持
っ
て
い
た
も
の
で
、
ま
ず
は

一
安
心
で
あ
る
。
昨
年
、
あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
で
手
が
届
か
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
海
外

の
著
名
な
大
学
と
研
究
面
で
の

連
携
を
深
め
、
課
題
を
克
服
し

て
臨
ん
だ
二
度
目
の
挑
戦
で
の

採
択
で
あ
る
。

　
国
立
大
学
法
人
の
運
営
費
交

付
金
が
年
々
減
額
さ
れ
、
厳
し

い
財
政
の
中
、
五
年
間
で
最
大

五
十
五
億
円
と
い
う
大
型
の
予

算
を
獲
得
出
来
た
わ
け
な
の
で

素
直
に
喜
び
た
い
が
、
当
然
そ

れ
に
見
合
っ
た
高
い
成
果
を
求

め
ら
れ
る
。
某
教
授
は
、
新
年

の
ご
挨
拶
で
、
こ
れ
を
「
毒
ま

ん
じ
ゅ
う
」
に
例
え
て
笑
い
を

誘
っ
て
い
た
。
本
事
業
は
最
大

十
年
ま
で
延
長
可
能
な
も
の
で

あ
る
。
是
非
、
み
ん
な
で
（
美

味
し
い
？
）
毒
ま
ん
じ
ゅ
う
を

食
べ
て
、
求
め
ら
れ
る
以
上
の

成
果
を
あ
げ
て
高
評
価
を
勝
ち

取
り
、
五
年
で
満
足
す
る
こ
と

な
く
十
年
継
続
出
来
る
よ
う
、

一
丸
と
な
っ
て
成
し
遂
げ
ま

し
ょ
う
！

学学
生生
だだ
よよ
りり

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク

シ
ッ
プ
を
終
え
て

シ
ッ
プ
を
終
え
て

学生
だよりク

リ
ク
ラ
の
導
き
Ⅱ

ク
リ
ク
ラ
の
導
き
Ⅱ

医
学
科
六
年　

廣　

野　

優
希
音

　

昨
年
度
、
同
じ
タ
イ
ト
ル
で

五
年
次
の
臨
床
実
習
で
あ
る
ク

リ
ク
ラ
Ⅰ
に
つ
い
て
寄
稿
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
が
、
も
う

す
っ
か
り
昔
の
こ
と
の
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
六
年
次

の
ク
リ
ク
ラ
Ⅱ
で
の
実
習
は
濃

密
で
し
た
。

　

ク
リ
ク
ラ
Ⅱ
で
は
、
ク
リ
ク

ラ
Ⅰ
の
大
学
病
院
を
中
心
と
し

た
班
中
心
の
実
習
と
は
変
わ

り
、
自
分
の
希
望
し
た
医
療
機

関
の
希
望
し
た
診
療
科
で
の
実

習
と
な
り
ま
す
。
大
半
の
学
生

は
自
分
の
進
路
を
踏
ま
え
て
実

習
先
の
希
望
を
提
出
す
る
の

で
、
今
ま
で
以
上
に
目
的
意
識

と
積
極
性
を
持
つ
こ
と
が
実
習

を
充
実
さ
せ
る
鍵
と
な
り
ま

す
。
私
は
将
来
携
わ
り
た
い
と

考
え
て
い
る
児
童
精
神
分
野
に

関
連
し
て
、
小
児
科
と
精
神
科

を
中
心
に
実
習
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

病
院
に
も
よ
り
ま
す
が
、
ク

リ
ク
ラ
Ⅱ
で
は
ク
リ
ク
ラ
Ⅰ
よ

り
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験

さ
せ
て
も
ら
え
ま
す
。
例
え
ば

私
は
、
毎
日
外
来
で
予
診
を

取
っ
た
り
入
院
患
者
さ
ん
と
交

流
を
も
っ
た
り
す
る
ほ
か
、
新

生
児
診
察
、
小
児
の
心
エ
コ
ー

や
採
血
、
胎
児
心
エ
コ
ー
な
ど

も
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
市
役
所
や
保
健
所
、
児
童

相
談
所
な
ど
と
連
携
し
た
業
務

に
つ
い
て
も
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
自
分
自
身
が
今
後
地
域

の
中
で
医
師
と
し
て
ど
う
活
躍

で
き
る
か
を
具
体
的
に
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
実
習
そ
の
も
の

か
ら
の
経
験
も
大
変
貴
重
な
も

の
で
し
た
が
、
同
時
に
た
く
さ

ん
の
出
会
い
も
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
は
も
ち

ろ
ん
、
忙
し
い
中
ご
指
導
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
、
看
護
師
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
の

み
な
さ
ん
に
は
感
謝
の
限
り
で

す
。
加
え
て
、
一
緒
に
な
っ
た

ク
リ
ク
ラ
Ⅰ
の
学
生
や
看
護
学

生
さ
ん
と
は
、
同
じ
場
面
で
共

に
学
ん
だ
り
私
自
身
が
質
問
を

受
け
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、

実
習
班
の
同
期
か
ら
受
け
取
る

の
と
は
ま
た
違
っ
た
良
い
刺
激

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

実
習
先
の
先
生
に
は
実
習
終
了

後
も
志
望
分
野
の
勉
強
会
に
お

誘
い
い
た
だ
き
、
よ
り
今
後
に

対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
は
ク
リ
ク
ラ
を
終
え
て
国

家
試
験
に
向
け
た
勉
強
の
真
っ

最
中
で
す
が
、
こ
う
し
て
実
習

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
日
々

の
学
習
の
積
み
重
ね
と
、
謙
虚

で
真
摯
に
学
ぶ
姿
勢
は
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

何
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
今
の
自
分
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
御
恩
を
今
度
は
自

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
を
終
え
て

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
を
終
え
て

医
学
科
六
年　

中　

原　

翔　

平

　

ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ

プ
を
振
り
返
る
と
、
様
々
な
知

識
や
経
験
が
得
ら
れ
た
こ
と
に

加
え
て
、
学
ぶ
姿
勢
も
変
え
ら

れ
た
、
充
実
し
た
も
の
だ
っ
た

と
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。

　

初
め
は
、
現
場
を
見
て
み
る

だ
け
と
い
う
感
覚
が
心
の
ど
こ

か
に
あ
り
、
チ
ー
ム
医
療
に
参

加
す
る
と
い
う
意
識
が
足
り
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
実

習
が
終
わ
っ
た
ら
医
師
と
し
て

自
分
で
適
切
に
判
断
で
き
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
こ
の
ま
ま
な
ん
と
な
く
実

習
期
間
を
過
ご
し
て
本
当
に
必

要
な
力
が
身
に
つ
く
の
か
と
不

安
を
覚
え
始
め
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
、
医
師
に
な
っ
た
つ
も

り
で
参
加
す
る
こ
と
を
意
識

し
、
鑑
別
疾
患
は
何
か
、
ど
の

検
査
が
必
要
か
、
治
療
方
針
を

ど
う
す
る
か
、
想
定
さ
れ
る
問

題
点
や
そ
の
対
応
に
つ
い
て
な

ど
、
関
わ
っ
た
患
者
さ
ん
に
つ

い
て
自
分
な
り
に
考
え
、
学
習

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
自
分
だ
け
で
は
考
え
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
わ
か
ら

な
い
こ
と
な
ど
は
先
生
方
が
丁

寧
に
ご
指
導
く
だ
さ
り
、
日
々

着
実
に
実
践
的
な
学
び
が
得
ら

れ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
自

ら
考
え
学
ぶ
姿
勢
は
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

先
生
方
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の

方
々
が
優
し
く
熱
心
に
ご
指
導

く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
患
者
さ
ん

が
実
習
に
快
く
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
も
印
象
的
で
し

た
。
医
師
と
な
る
た
め
に
は
こ

れ
だ
け
多
く
の
方
々
の
協
力
が

不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
に
少
し

で
も
恩
返
し
で
き
る
よ
う
さ
ら

に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
実

習
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

泌
尿
器
科
学
講
座
に

泌
尿
器
科
学
講
座
に

入
局
し
て

入
局
し
て

大
学
院
一
年　

浅　

沼　

ひ
ま
わ
り

大
学
院
生
だ
よ
り

　

弘
前
大
学
泌
尿
器
科
学
講
座

に
所
属
し
て
お
り
ま
す
、
浅
沼

ひ
ま
わ
り
と
申
し
ま
す
。
現

在
、
泌
尿
器
科
専
攻
医
一
年
目

で
あ
り
ま
す
が
、
大
学
院
一
年

生
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
、
大

学
院
生
だ
よ
り
で
研
究
室
紹
介

を
、
と
お
話
を
頂
き
ま
し
た
の

で
、
大
学
院
生
の
立

場
か
ら
当
講
座
を
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

当
講
座
を
紹
介
す

る
に
あ
た
り
、
最
近

の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て

外
せ
な
い
の
は
や
は

り
「S2,3PSA

%

検

査
」
で
す
。
大
山
名

誉
教
授
を
中
心
と
し

た
研
究
チ
ー
ム
の
長

年
の
研
究
に
よ
り
実
用
化
さ

れ
、
二
〇
二
四
年
に
保
険
適
用

と
な
り
ま
し
た
。
従
来
の
Ｐ
Ｓ

Ａ
検
査
と
併
用
す
る
こ
と
で
前

立
腺
癌
の
鑑
別
の
精
度
を
向
上

さ
せ
、
不
要
な
針
生
検
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
画
期
的
な
検

査
で
す
。
私
も
実
臨
床
で
判
断EAU2024 in パリ 凱旋門にて

放
射
線
科
診
断
医
と
し
て

放
射
線
科
診
断
医
と
し
て

働
き
始
め
て

働
き
始
め
て

大
学
院
一
年　

輿　

石　

泰　

樹

大
学
院
生
だ
よ
り

　

平
素
よ
り
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
よ

り
弘
前
大
学
放
射
線
診
断
学
講

座
で
勉
強
し
て
お
り
ま
す
輿
石

泰
樹
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
二
〇
二
二
年
に
弘
前
大

学
医
学
部
を
卒
業
後
、
八
戸
市

立
市
民
病
院
で
初
期
研
修
を
修

了
し
、
現
在
は
放
射
線
診
断
科

専
攻
医
一
年
目
と
し
て
勤
務
し

て
お
り
ま
す
。当
科
で
は
Ｃ
Ｔ
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
核
医
学
検
査
な
ど
の

画
像
診
断
に
加
え
、
血
管
内
治

療
（
Ｉ
Ｖ
Ｒ
）
も
担
当
し
て
お

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
す
べ

て
の
検
査
に
お
け
る
撮
像
方
法

の
決
定
や
安
全
性
・
有
用
性
の

判
断
、
そ
し
て
得
ら
れ
た
画
像

の
診
断
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

画
像
診
断
は
患
者
さ
ん
の
治

療
方
針
決
定
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
た
め
、
日
々
慎
重
な
読

影
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
判
断
困
難
な
症

例
や
稀
少
な
疾
患
に
遭
遇
す
る

こ
と
も
多
く
、
そ
の
よ
う
な
際

に
は
専
門
書
や
論
文
を
参
照

し
、
先
輩
医
師
に
相
談
し
な
が

ら
診
断
に
あ
た
っ
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
よ
り
複
雑
な
症

例
に
つ
い
て
は
県
内
の
ベ
テ
ラ

ン
読
影
医
に
も
助
言
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

当
科
の
特
徴
と
し
て
、
毎
朝

八
時
三
十
分
か
ら
十
時
ま
で
函

館
を
含
む
県
内
の
病
院
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
り
、
診
断

に
迷
う
症
例
に
つ
い
て
徹
底
的

な
検
討
を
行
う
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
各
専
門
分
野
と
の
連
携
を

重
視
し
て
お
り
、
神
経
放
射
線

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
婦
人
科
カ

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

　
　
五
十
嵐
さ
ん
と
の
思
い
出

　
　
五
十
嵐
さ
ん
と
の
思
い
出

附
属
病
院
／
産
科
婦
人
科
　
講
師
　
飯
　
野
　
香
　
理

　

皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。日
々

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
本
誌
に
寄
稿
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
大

学
病
院
で
出
会
っ
た
二
十
年
来

の
友
人
、
五
十
嵐
さ
ん
と
の
思

い
出
に
つ
い
て
綴
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

五
十
嵐
さ
ん
は
、
長
く
病
院

で
働
い
て
い
た
掃
除
の
お
ば

ち
ゃ
ん
で
し
た
。
出
会
い
は
私

が
大
学
一
年
生
の
時
に
遡
り
ま

す
。
当
時
の
私
は
病
を
患
い
、

大
学
病
院
に
二
か
月
ほ
ど
入
院

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私

の
病
室
に
毎
日
清
掃
に
来
て
い

た
の
が
五
十
嵐
さ
ん
で
す
。
私

は
他
県
出
身
で
、
ま
だ
新
し
い

環
境
に
順
応
し
き
れ
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
表
現
で
き
な
い

孤
独
と
不
安
を
抱
え
て
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
日
々
に
、
毎
日
明
る
く
軽

快
に
話
し
か
け
て
く
れ
る
五
十

嵐
さ
ん
に
、
私
は
す
っ
か
り
懐

い
て
し
ま
い
、
五
十
嵐
さ
ん
が

病
棟
中
を
掃
除
す
る
の
を
つ
い

て
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
考
え
る
と
奇
妙
な
光
景
で
す

が
。

　

こ
こ
で
白
状
し
て
し
ま
う

と
、
私
は
問
題
行
動
を
起
こ
す

患
者
で
し
た
。
病
状
が
回
復
し

て
く
る
と
暇
を
持
て
余
し
鬱
々

と
し
て
い
る
私
を
気
遣
い
、
あ

る
日
悪
友
二
人
が
私
に
病
院
か

ら
脱
走
す
る
こ
と
を
持
ち
掛
け

ま
し
た
。
そ
の
ア
イ
デ
ア
に
飛

び
つ
い
た
私
は
、
友
人
と
悪
行

を
決
行
し
、
寝
間
着
姿
で
市
内

を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
病
棟
に
戻
り

ま
し
た
。
爽
快
感
と
と
も
に
病

棟
へ
戻
っ
た
も
の
の
、
ス
タ
ッ

フ
に
バ
レ
て
し
ま
い
、
担
当
医

に
こ
っ
ぴ
ど
く
叱
ら
れ
ま
し

た
。
当
時
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
皆
様
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

病
気
を
克
服
し
て
か
ら
も
、

不
思
議
と
五
十
嵐
さ
ん
と
の
縁

は
続
き
ま
し
た
。
病
院
実
習
生

と
し
て
病
院
で
再
会
し
た
時
に

は
、
私
の
白
衣
姿
を
見
て
「
立

派
に
な
っ
て
の
ぉ
」
と
目
を
細

め
て
く
れ
ま
し
た
。
医
師
に

分
が
医
師
と
し
て
、
医
療
に
従

事
す
る
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
医
療
に
還
元
さ
せ
て
い
た

だ
く
所
存
で
す
。
最
後
に
改
め

て
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
方

に
、
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
病
理
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
、
多
角
的
な

視
点
か
ら
の
症
例
検
討
を
通
じ

て
診
断
精
度
の
向
上
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
特
に
若
手
医
師
が

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
症
例
を
提

示
す
る
機
会
が
多
く
、
こ
れ
ら

の
経
験
を
通
じ
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
着
実
に
向

上
し
て
い
る
と
実
感
し
て
お
り

ま
す
。

　

研
究
面
に
お
い
て
も
、
専
攻

医
一
年
目
か
ら
大
学
院
に
在
籍

し
、
論
文
作
成
や
国
際
学
会
発

表
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
教
室
の
特
徴
と
し

て
、
教
授
か
ら
先
輩
医
師
、
そ

し
て
若
手
へ
と
知
識
や
技
術
の

伝
承
が
円
滑
に
行
わ
れ
て
お
り
、

日
常
的
に
読
影
室
で
活
発
な
研

究
討
議
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

研
究
の
過
程
で
行
き
詰
ま
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
都
度

教
授
に
相
談
し
適
切
な
助
言
を

得
な
が
ら
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
放
射
線
科
医
と
し

て
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
研
鑽
を
重
ね
、
診
療

技
術
の
向
上
に
努
め
て
参
る
所

存
で
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

材
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
使
用
し

て
い
る
の
で
、
研
究
の
偉
大
さ

を
実
感
し
て
い
る
日
々
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
世
界
で
も
評
価

さ
れ
る
よ
う
な
研
究
が
当
講
座

で
は
多
数
行
わ
れ
て
お
り
、
海

外
学
会
で
の
採
択
数
は
日
本
の

大
学
で
は
ト
ッ
プ
３
に
入
り
ま

す
。
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
、
大

学
院
生
も
海
外
学
会
で
の
経
験

を
積
ま
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

畠
山
教
授
の
「
よ
く
学
び
、
よ

く
遊
べ
」
の
教
え
通
り
、
様
々

な
経
験
の
機
会
を
頂
け
る
講
座

で
す
。
学
生
、
研
修
医
の
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
泌
尿
器
科
に
お
越
し

く
だ
さ
い
！

国立弘前病院国立弘前病院 血管・炎症医学講座
教授　今　泉　忠　淳

写真コラム （27）
写真コラム （27）

　弘前大学の文京町キャンパスの近くに、国立病院機構弘前総合医療
センターがあります。1897年（明治30年）、弘前に大日本帝国陸軍
の第８師団が設置され、同年に創設された弘前衛戍（えいじゅ）病院
が、弘前病院の始まりです。「衛戍」とは大日本帝国陸軍が駐屯する
ことで、「衛戍病院」は衛戍地に設置された病院のことです。
　その後、1945年（昭和20年）に弘前陸軍病院、1950年（昭和
25年）に国立弘前病院、2004年（平成16年）に国立病院機構弘前
病院、と変遷し、2022年（令和４年）には弘前市立病院との統合に
より、国立病院機構弘前総合医療センターとなりました。【写真１】
は2013年の写真で、病
院正面の外来棟が二階建
てだったことがわかりま
す。【写真２】は、2024
年の写真で、昔の面影は
まったくありません。現
在、多くの診療科は、弘
前大学医学部との密接な
連携の上で運営されてい
ます。
　また、医学科の５、６
年生がクリニカルクラー
クシップで、多くの卒業
生が臨床研修医としてお
世話になっており、弘前
大学医学部・医学研究科
の重要なパートナー病院
であることは言うまでも
ありません。

【写真１】国立弘前病院 2013

【写真２】国立病院機構弘前医療
　 センター 2024
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進
歩
、
問
題
の
あ
る
医
療
行
為

の
事
前
防
止
の
ほ
か
に
信
頼
あ

る
医
療
の
証
左
に
も
な
り
ま

す
。
是
非
若
い
先
生
方
へ
の
ご

指
導
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。「
病
理
診
断
科
は
臨
床
医

と
病
理
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
場
」
で
す
。
患
者
さ
ん
の
状

態
、
病
理
診
断
へ
の
質
問
や
治

療
経
過
な
ど
、
臨
床
医
が
気
軽

に
立
ち
寄
っ
て
病
理
医
や
細
胞

検
査
士
と
顕
微
鏡
を
み
な
が
ら

気
軽
に
話
し
合
え
る
場
が
病
理

診
断
科
の
理
想
の
姿
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
「
若
い
臨
床

医
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
場
」
で

も
あ
り
ま
す
。
特
に
手
術
を
担

当
し
た
検
体
の
切
り
出
し
の
立

ち
会
い
や
標
本
観
察
は
良
医
を

育
て
る
基
礎
と
な
る
で
し
ょ

う
。「
病
理
医
は
臨
床
医
に
よ
っ

て
育
て
ら
れ
る
」
も
の
で
す
。

熱
心
な
臨
床
医
の
意
欲
に
応
え

る
よ
う
努
め
る
こ
と
で
病
理
医

も
成
長
し
ま
す
。

　

組
織
細
胞
変
化
と
い
う
病
変

の
真
実
の
姿
に
接
し
て
い
る
病

理
医
・
細
胞
検
査
士
と
患
者
治

療
を
行
う
臨
床
医
が
協
調
し
て

病
変
と
向
き
合
っ
て
良
い
医
療

に
繋
げ
て
行
く
こ
と
が
願
い
で

す
。
ど
う
ぞ
み
な
さ
ま
、
お
気

軽
に
病
理
診
断
科
に
お
越
し
下

さ
い
。

病
理
診
断
学
講
座

病
理
診
断
学
講
座
　
教
授
　
黒
　
瀬
　
　
　
顕

　

み
な
さ
ま
、
い
つ
も
病
理
診

断
に
ご
協
力
戴
き
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。
二
〇
一
〇
年
病
理

医
一
名
で
創
設
し
た
講
座
も
、

現
在
は
専
門
医
四
名
、
分
子
解

析
担
当
一
名
、
臨
床
検
査
技

師
・
細
胞
検
査
士
八
名
、
事
務

ス
タ
ッ
フ
二
名
と
な
り
、
多
少

な
り
と
も
当
教
室
を
経
て
病
理

に
進
ん
だ
医
師
は
十
四
人
と
な

り
ま
し
た
。
病
理
診
断
科
は
臨

床
医
療
、
お
よ
び
研
究
に
役
立

つ
病
理
の
役
割
を
務
め
た
い
と

常
々
考
え
て
い
ま
す
。
正
し
い

病
理
診
断
の
た
め
に
は
臨
床
情

報
や
治
療
経
過
な
ど
臨
床
医
の

協
力
が
必
須
で
す
の
で
、
今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。「
病
理
診
断
＝
組
織
診
断

+

分
子
診
断
」
病
理
診
断
が
組

織
診
断
だ
け
に
依
存
す
る
時
代

は
終
わ
り
ま
し
た
。
当
科
は
Ｗ

Ｈ
Ｏ
分
類
に
示
さ
れ
て
い
る
分

子
情
報
は
出
来
る
だ
け
診
断
に

採
り
入
れ
る
べ
く
科
内
で
の
解

析
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
迅

速
診
断
は
単
に
診
断
や
断
端
評

価
で
は
な
く
分
子
検
索
に
適
し

た
検
体
で
あ
る
事
の
確
認
に
も

用
い
て
い
ま
す
。
組
織
と
分
子

情
報
を
あ
わ
せ
た
病
理
診
断
を

目
指
し
て
い
る
点
で
は
全
国
の

先
端
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
臨

床
の
先
生
へ
の
お
願
い
」
正
確

な
病
理
診
断
と
な
る
よ
う
に
次

の
点
に
ご
注
意
下
さ
い
。
⑴
摘

出
後
直
ち
に
ホ
ル
マ
リ
ン
固
定

す
る
。
出
来
な
い
場
合
は
４
℃

で
保
管
す
る
。
ホ
ル
マ
リ
ン
に

漬
け
て
も
組
織
に
浸
透
す
る
ま

で
は
変
性
が
進
み
免
疫
組
織
化

学
や
遺
伝
子
検

索
に
支
障
を
生

じ
ま
す
。
⑵
適

切
に
伸
展
、
入

割
後
十
分
量
の

ホ
ル
マ
リ
ン

（
理
想
は
検
体

容
積
の
十
倍
）

で
固
定
。
⑶
過

固
定
を
避
け

る
。
⑷
依
頼
書

に
は
検
体
の
病

理
診
断
に
必
要

な
臨
床
情
報
を

過
不
足
無
く
、

そ
し
て
Ｐ
Ｈ
Ｓ

番
号
を
正
確
に

（
病
理
医
と
臨

床
医
が
日
常
的

に
会
話
出
来
る

こ
と
が
正
し
い

診
断
の
第
一

歩
）。「
大
学
附

属
病
院
病
理
診

断
科
と
し
て
」

病
理
診
断
だ
け

で
は
な
く
、
ア
カ
デ
ミ
ア
の
一

員
と
し
て
他
科
の
み
な
さ
ま
の

研
究
も
病
理
の
面
か
ら
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

　
「
病
理
診
断
が
向
上
す
る
と

そ
の
病
院
の
患
者
予
後
は
良
く

な
り
無
駄
な
医
療
が
減
る
」
こ

と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
で

き
る
だ
け
初
回
生
検
で
確
定
診

断
を
つ
け
早
期
の
治
療
開
始
に

繋
が
る
よ
う
に
心
懸
け
て
い
ま

す
。
学
生
に
は
「
医
師
に
な
っ

て
受
け
持
ち
の
患
者
さ
ん
が
亡

く
な
っ
た
ら
病
理
解
剖
を
依
頼

す
る
こ
と
」
を
強
調
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
医
療
の
反
省
と

な
っ
て
か
ら
も
大
学
病
院
勤
務

と
な
る
た
び
に
、
再
会
を
互
い

に
喜
び
ま
し
た
。

　

二
十
年
と
い
う
時
を
経
て
、

五
十
嵐
さ
ん
の
腰
は
徐
々
に
曲

が
っ
て
い
き
、
押
し
て
回
っ
て

い
る
カ
ー
ト
が
重
く
見
え
ま
し

た
が
、
会
え
ば
い
つ
も
嬉
し
そ

う
に
話
し
か
け
て
く
れ
、「
今

日
は
ど
こ
な
の
？
こ
っ
ち
は
手

術
室
だ
よ
」
等
、
他
愛
も
な
い

言
葉
を
交
わ
し
ま
し
た
。
五
十

嵐
さ
ん
を
見
か
け
な
く
な
っ
て

数
か
月
経
過
し
た
あ
る
日
、
他

の
清
掃
員
の
方
か
ら
、
五
十
嵐

さ
ん
が
天
国
に
旅
立
っ
た
と
知

り
ま
し
た
。
亡
く
な
る
数
か
月

前
ま
で
働
い
て
い
た
こ
と
や
、

い
ろ
い
ろ
な
病
を
抱
え
て
い
た

こ
と
も
、
そ
の
時
知
り
ま
し

た
。
せ
っ
か
く
私
が
医
師
に

な
っ
た
の
だ
か
ら
、
頼
っ
て
く

れ
て
も
良
か
っ
た
の
に
と
思
い

ま
し
た
が
、
五
十
嵐
さ
ん
ら
し

い
な
と
も
思
い
ま
し
た
。

　

今
で
も
、
ひ
ょ
っ
こ
り
と
病

院
の
廊
下
で
会
え
る
よ
う
な
錯

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

若
手
教
員
・
医
師
だ
よ
り

附
属
病
院
／
呼
吸
器
外
科
　
心
臓
血
管
外
科

助
手
　
村
　
田
　
賢
　
祐

　

胸
部
心
臓
血
管
外
科
の
村
田

賢
祐
と
申
し
ま
す
。
青
森
市
民

病
院
で
の
初
期
研
修
の
後
、
胸

部
心
臓
血
管
外
科
に
入
局
し
ま

し
た
。
私
が
心
臓
血
管
外
科
に

興
味
を
持
っ
た
の
は
、
心
臓
の

手
術
で
心
筋
保
護
液
に
よ
っ
て

止
ま
っ
て
い
た
心
臓
が
ま
た
動

き
出
す
様
子
に
感
動
し
た
こ
と

と
、
手
術
後
に
息
切
れ
な
ど
の

心
不
全
症
状
や
下
肢
の
虚
血
症

状
が
改
善
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
歩

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
か
ら
で

す
。

　

私
は
腹
部
大
動
脈
瘤
に
対
す

る
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
の

機
種
別
指
導
医
と
し
て
当
院
の

腹
部
大
動
脈
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
治
療
を
主
導
し
な
が
ら
、
現

在
は
胸
部
大
動
脈
ス
テ
ン
ト
グ

ラ
フ
ト
治
療
の
機
種
別
指
導
医

取
得
を
目
指
し
て
日
々
の
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ス
テ
ン
ト

グ
ラ
フ
ト
は
動
脈
瘤
の
前
後
の

正
常
な
血
管
に
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト
を
留
置
し
て
く
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
動
脈
の
径
や
長

さ
、
病
変
の
位
置
な
ど
は
ひ
と

り
ひ
と
り
違
う
た
め
、
ど
の
機

種
の
ど
の
サ
イ
ズ
の
ス
テ
ン
ト

グ
ラ
フ
ト
を
選
べ
ば
良
好
な
治

療
を
行
え
る
の
か
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
腹
部

大
動
脈
瘤
に
総
腸
骨
動
脈
瘤
を

合
併
し
て
い
る
症
例
で
は
、
多

く
の
施
設
で
は
内
腸
骨
動
脈
を

コ
イ
ル
塞
栓
し
た
う
え
で
外
腸

骨
動
脈
ま
で
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
を
延
長
さ
せ
て
治
療
を
行
い

ま
す
が
、
内
腸
骨
動
脈
の
血
流

が
な
く
な
る
こ
と
で
虚
血
性
腸

炎
や
臀
筋
跛
行
と
い
っ
た
術
後

合
併
症
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
治
療
の
対
象
と
な
る
の
は
高

齢
者
が
多
く
、
軽
度
の
合
併
症

で
も
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
低
下
し
寝
た
き

り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
よ

り
重
篤
な
合
併
症
を
引
き
起
こ

し
た
り
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
当
院
で
は
内
腸

骨
動
脈
再
建
用
の
ス
テ
ン
ト
グ

ラ
フ
ト
（IBE

：Iliac branch 
endoprosthesis

）
を
用
い
て

積
極
的
に
再
建
す
る
こ
と
で
、

術
後
の
合
併
症
を
減
ら
せ
る
よ

う
に
治
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す

（
ち
な
み
に
当
院
は
年
間
の
Ｉ

Ｂ
Ｅ
の
使
用
数
は
全
国
ト
ッ
プ

10
以
内
で
あ
り
、
積
極
的
に
内

腸
骨
動
脈
の
再
建
を
行
っ
て
い

る
施
設
で
す
）。

　

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療
だ

け
で
は
な
く
、
心
臓
血
管
外
科

で
は
同
じ
病
名
で
あ
っ
て
も
病

変
の
状
態
や
大
動
脈
な
ど
の
解

剖
学
的
条
件
に
よ
っ
て
治
療
方

法
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
弁
形

成
手
術
で
は
弁
の
ど
の
部
分
を

切
除
や
縫
合
を
す
る
か
、
冠
動

脈
バ
イ
パ
ス
手
術
で
は
ど
の
グ

ラ
フ
ト
を
冠
動
脈
の
ど
こ
に
ど

の
よ
う
な
順
番
で
バ
イ
パ
ス
す

る
か
考
え
た
り
、
広
範
囲
の
動

脈
瘤
に
対
し
て
開
胸
・
開
腹
手

術
と
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治
療

を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
治
療
を
行
っ
た
り
と
、
ひ
と

り
ひ
と
り
に
対
し
て
適
切
な
治

療
を
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
こ
の

分
野
の
お
も
し
ろ
さ
だ
と
思
い

ま
す
。

　

研
修
医
、
学
生
の
皆
様
で
心

臓
血
管
外
科
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
方
は
気
軽
に
研
修
、
実
習

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

公益社団法人　青森医学振興会
【沿革】　平成11年3月1日　弘前大学医学部医学科後援会鵬桜医学振興会発足（任意団体）
　　　　平成13年4月2日　社団法人青森医学振興会設立認可
　　　　平成24年4月1日　公益社団法人青森医学振興会へ移行認定

当会では、青森県の医学・医療の発展を促進するため、次の事業活動を行っております。
　　　○医学教育活動の活性化を図るための事業への支援
　　　○医学・医療の高度化に資する医学研究事業への支援
　　　○地域医療の振興に寄与する事業への支援
　　　○海外との学術交流等の活性化を図るための事業への支援

◎寄附のお願い

　青森県の医学・医療の発展を促進するための各事業活動の一層の充実を図って参りた
いので、皆様の格別のご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。随時、ご寄附を受
付しております。
　本会の公益目的事業に対する寄附金は、確定申告をしていただくことにより税制上の
優遇措置の対象となります。

◎当会への入会のお願い

　当会の事業活動に継続的にご支援・ご協力をいただ
ける方は、ご入会くださるようお願い申し上げます。
　年会費は次のとおりとなっており、年会費も寄附金
と同様に、確定申告をしていただくことにより税制上
の優遇措置の対象となります。

◎ご支援ご協力いただける方のご連絡をお待ちしております。

　　　【問合せ先】　公益社団法人青森医学振興会事務局
　　　　　　　　　TEL・FAX 0172-40-2872
　　　　　　　　　学内内線 6519
　　　　　　　　　E-mail : info@aomori-mpm.jp

会
　
費

会員種別 年会費

医学部教員
医学部卒業生等
賛同する個人
賛同する団体

1万円
2万円
2万円

10万円

覚
に
陥
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

五
十
嵐
さ
ん
、
ま
た
ど
こ
か
で

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
時

ま
で
、「
せ
ば
ね
」。
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部
活
動
紹
介

部
活
動
紹
介

サ

ッ

カ

ー

部

医
学
科
二
年
　
小
笠
原
　
　
　
碧

　

弘
前
大
学
医
学
部
サ
ッ
カ
ー

部
主
将
の
小
笠
原
碧
で
す
。
医

学
部
サ
ッ
カ
ー
部
は
一
九
六
五

年
（
昭
和
四
十
年
）
に
発
足
さ

れ
、
今
年
六
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
現
在
の
顧
問
は
小
児
科
学

講
座
の
照
井
君
典
教
授
で
す
。

　

練
習
は
週
三

－

四
回
行
っ
て

お
り
、
Ｏ
Ｂ
の
先
生
方
の
ご
支

援
に
よ
り
夏
季
は
義
塾
高
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
弘
前
市
運
動
公

園
、
岩
木
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
な
ど
芝
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
冬
季
は

主
に
保
健
体
育
館
を

使
用
し
て
フ
ッ
ト
サ

ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
励
ん
で
い
ま
す
。

現
在
部
員
は
プ
レ
イ

ヤ
ー
十
八
名
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
二
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
引
退
後
に
若

い
メ
ン
バ
ー
主
体
の

新
チ
ー
ム
が
発
足

し
、
ま
だ
ま
だ
成
長

途
中
で
す
が
、
北
医

体
・
東
医
体
・
国
公

立
大
会
で
の
活
躍
を

目
指
し
て
日
々
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
北
医
体
で

ベ
ス
ト
４
、
東
医
体

で
二
年
連
続
の
ベ
ス

ト
16
と
い
う
結
果
で

し
た
。
こ
こ
数
年
は

自
慢
で
き
る
よ
う
な

成
績
を
残
せ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
一
年
間
と
言
わ
ず

た
っ
た
の
半
年
間
で
強
い
チ
ー

ム
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
く
の
が

医
学
部
サ
ッ
カ
ー
の
面
白
い
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
い

る
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に

試
合
に
勝
つ
高
揚
感
を
味
わ
い

ま
せ
ん
か
？
「
で
も
、
高
校
で

サ
ッ
カ
ー
燃
え
尽
き
ち
ゃ
っ
た

…
」「
高
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
じ
ゃ

な
い
か
ら
…
」
そ
ん
な
人
も
安

心
し
て
く
だ
さ
い
。
高
校
で

茶

道

部

医
学
科
三
年
　
小
　
原
　
杏
　
実

　

こ
ん
に
ち
は
。
弘
前
大
学
医

学
部
茶
道
部
部
長
の
小
原
杏
実

と
申
し
ま
す
。

　

私
た
ち
茶
道
部
は
裏
千
家
と

い
う
流
派
で
、
普
段
は
毎
週
金

曜
日
に
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
二

階
の
和
室
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
顧
問
は
感
染
生
体
防
御
学

講
座
の
浅
野
ク
リ
ス
ナ
教
授
と

中
根
明
夫
教
授
で
す
。
部
員
の

ほ
と
ん
ど
は
茶
道
初
心
者
で
、

現
在
は
裏
千
家
の
飛
内
宗
典
先

生
の
ご
指
導
の
も
と
、
先
輩
後

輩
や
同
期
同
士
で
教
え
合
い
な

が
ら
、
日
々
お
稽
古
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
歓
の
結
果
、

十
三
名
も
の
新
入
部
員
が
入
部

し
て
く
れ
て
、
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
計
三
十
九
名
で
活
動

い
た
し
ま
し
た
。
私
は
中
高
六

年
間
茶
道
部
に
所
属
し
て
お

り
、
茶
道
が
大
好
き
な
の
で
、

こ
ん
な
に
も
多
く
の
人
が
茶
道

に
興
味
を
持
ち
、
茶
道
部
に
入

部
し
て
く
れ
た
こ
と
を
心
か
ら

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
新
た
な
試

み
と
し
て
、
金
曜
日
の
部
活
動

に
加
え
、火
曜
日
に
「
自
主
練
」

を
行
い
ま
し
た
。「
自
主
練
」

と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
多
く
の

後
輩
が
積
極
的
に
参

加
し
て
熱
心
に
お
稽

古
に
取
り
組
ん
で
く

れ
て
、
ま
た
頼
れ
る

先
輩
や
同
期
も
「
指

導
役
」
と
し
て
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。

部
員
の
積
極
的
な
姿

勢
が
、
部
長
と
し
て

非
常
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

　

茶
道
部
で
は
一
年

間
の
集
大
成
と
し

て
、
毎
年
秋
に
お
茶

会
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
は

十
一
月
頭
に
医
学
部

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

部
員
全
員
が
大
変
精

力
的
に
宣
伝
し
て
く

れ
て
、
茶
道
の
先
生

方
、
学
生
、
部
員
の

友
人
や
家
族
、
一
般

の
方
な
ど
、
今
年
度

は
約
二
百
名
も
の
大

人 事 異 動（R6.12.1 ～ R7.3.31）

⃝医学研究科所属
【昇任】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R7.1.1 大館・北秋田地域医療推進学講座 准教授 木村　憲央 消化器外科学講座　講師
R7.2.1 附属地域基盤型医療人材育成センター（医学教育学） 准教授 花田　賢二 循環器内科，腎臓内科　講師

【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R6.12.1 地域医療学講座 助手 野月　徳実 眼科　病院助手
R7.1.1 社会医学講座 特任助教 平田　幸輝 東邦大学

【配置換】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R6.12.1 眼科学講座 助教 原　藍子 地域医療学講座　助教
R7.1.1 循環器腎臓内科学講座 助手 濱浦　奨悟 脳卒中・血管内科学講座　助手
R7.2.1 整形外科学講座 助教 石橋　恭太 整形外科　助教

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等
R7.1.31 医療倫理学講座 助教 栗林　航 東北大学

⃝附属病院所属
【採用】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R6.12.1 脳神経外科 助教 角田　聖英 むつ総合病院
R6.12.1 高度救命救急センター 助教 秋田　貴博 高度救命救急センター　病院助手

【配置換】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 前　所　属
R7.2.1 整形外科 助教 亀井　敬太 整形外科学講座　助教

【辞職】
発令日 所　　　属 職　名 氏　　名 異　動　先　等
R6.12.31 眼科 助手 小堀　宏理 つがる総合病院

診療教授・准教授新規称号付与者（R6.12～R7.2）
称　　号 氏　　名 所　　　属 期　　　間
診療准教授 諸橋　一 消化器外科 令和7年1月1日～令和9年12月31日

　

無
事
皆
様
に
医
学
部
ウ
ォ
ー

カ
ー
第
百
十
二
号
を
お
届
け
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
寄

稿
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご

協
力
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
雪
が
少
な
く

少
し
寂
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま

し
た
が
今
シ
ー
ズ
ン
は
う
っ
て

か
わ
っ
て
記
録
的
な
大
雪
に
見

舞
わ
れ
、
連
日
の
よ
う
に
雪
か

き
に
追
わ
れ
る
日
々
を
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。
特
に
年
末
年
始

は
ひ
ど
く
、
雪
か
き
を
毎
日
し

た
記
憶
以
外
す
で
に
残
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
読
者
の
皆
様
も
大

変
な
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
状
況
の

中
、「
地
域
中
核
・
特
色
あ
る

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業 

（J-PEA
K

S

）」
の
採
択
の
報
が

入
り
ま
し
た
。
関
係
者
の
一
員

と
し
て
大
雪
を
忘
れ
て
喜
び
に

沸
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
毎
年
開
催
し
て
い
る

CO
I-N

EX
T

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

サ
ミ
ッ
ト
も
大
盛
況
で
無
事
終

え
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
と
段
落

つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

れ
ら
の
成
果
は
地
域
住
民
・
大

学
関
係
者
・
市
町
村
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
者
の
ご
協
力
で
達
成
で

き
た
も
の
で
、
お
か
げ
さ
ま
で

常
に
前
へ
進
む
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。J-PEA

K
S

は
医
学

研
究
科
が
主
体
と
な
っ
て
弘
前

大
学CO

I-N
EX

T

と
い
う
大

黒
柱
を
基
軸
と
し
た
計
画
で
採

択
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
そ
の

中
心
地
で
あ
る
医
学
研
究
科
の

広
報
誌
で
あ
る
医
学
部
ウ
ォ
ー

カ
ー
を
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
気
を
引
き
締
め
て
研

究
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
以
外
の
競
技
を
し
て

い
た
先
輩
も
今
で
は
試
合
に
出

場
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
興

味
が
あ
る
方
、
ぜ
ひ
一
度
体
験

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ

と
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
瞬
間
に
、

心
の
中
の
サ
ッ
カ
ー
少
年
が
目

を
覚
ま
す
は
ず
で
す
。

　

最
近
は
イ
ベ
ン
ト
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、
花
見
や
Ｂ
Ｂ

Ｑ
、
芋
煮
会
な
ど
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
や
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
先
輩
後
輩
の
境
な

く
仲
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
学
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、

卒
業
後
も
先
輩
後
輩
と
の
つ
な

が
り
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

ほ
と
ん
ど
新
入
部
員
の
勧
誘

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来

シ
ー
ズ
ン
は
三
つ
の
大
会
す
べ

て
で
メ
ダ
ル
獲
得
を
目
標
に
、

一
丸
と
な
っ
て
挑
み
ま
す
。
新

た
な
仲
間
と
共
に
、
さ
ら
な
る

高
み
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
大
歓
迎
で
す
！

最
後
に
、
Ｏ
Ｂ
の
先
生
方
を
は

じ
め
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
ご
支

援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

変
多
く
の
お
客
様
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
来
て
く
れ
た

私
の
友
人
や
先
輩
に
も
大
好
評

で
、「
五
百
円
以
上
の
経
験
が

で
き
た
。
お
茶
が
美
味
し
か
っ

た
。
部
活
動
と
は
思
え
な
い
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様

ま
で
い
た
よ
う
で
、
普
段
の
お

稽
古
や
お
茶
会
の
準
備
か
ら
当

日
ま
で
、
沢
山
力
を
貸
し
て
く

れ
た
部
員
の
皆
に
は
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

大
学
内
外
の
皆
様
も
、
毎
年

秋
の
茶
道
部
の
お
茶
会
に
ぜ
ひ

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

美
味
し
い
お
菓
子
と
お
茶
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
普
段
の
部
活
動
の

見
学
も
大
歓
迎
で
す
！

　

最
後
に
、
茶
道
部
の
活
動
を

支
え
て
く
だ
さ
る
全
て
の
方
々

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。


